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-, 
天
正
十
八
年
(
-
五
九
0)
の
小
田
原
征
伐
後
、
関
東
移
封
を
命
じ
ら
れ
た

は
じ
め
に
ー
「
武
州
豊
嶋
郡
江
戸
庄
図
」

キ
ー
ワ
ー
ド
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日
本
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城

江
戸

将軍大名旗本屋敷
お六五四三ニーは
わ‘‘‘‘‘‘じ

にり 寛永九 寛永九 主の当 複数屋敷 武地家 礎基情報 めに 目

年十年代交 の 1 次

大二の月 屋替敷のえ 名乗とり 所持者の 情報 '  武州豊―1  

火の

慶 嵐戸
の
確
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武
州
豊

【論

文】

嶋
郡
江
戸
庄
図

L... 

(1) 

徳
川
家
康
は
、
そ
の
本
拠
地
を
武
蔵
国
豊
嶋
郡
江
戸
に
定
め
た
。
同
年
八
月
朔

(2
)
 

日
江
戸
入
り
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
家
康
は
、
た
だ
ち
に
城
の
修
復
と
大
規
模

な
城
下
町
の
建
設
に
着
手
し
た
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
二
五
0
万
石
の
一
大

名
の
本
拠
地
の
建
設
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
慶
長
三
年
(
-
五
一
八
）
八
月
の

豊
臣
秀
吉
の
死
、
同
五
年
（
一
六
00)
九
月
の
関
ヶ
原
合
戦
の
勝
利
、
同
八

ると、
年
（
一
六
0
三
）
二
月
の
征
夷
大
将
軍
就
任
と
、
徳
川
家
康
が
政
権
を
掌
握
す

江
戸
は
幕
府
の
所
在
地
と
し
て
、
全
国
を
支
配
す
る
政
治
都
市
へ
の
変

貌
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
新
た
に
そ
れ
に
見
合
う
規
模
の
城
と
城
下
町
の
建
設
が

始
め
ら
れ
た
。

っ
た
寛
永
時
代
（
一
六
二
四
1
四四）

大
名
の
妻
子
あ
る
い
は
重
臣
子
弟
の
証
人
と
し
て
の
江
戸
居
住
、
大
名
自
身

(3) 

の
江
戸
参
勤
と
、
交
代
期
を
迎
え
て
の
帰
国
の
義
務
化
と
い
っ
た
諸
制
度
が
整

の
中
・
後
期
に
は
、
新
し
い
政
治
都
市

江
戸
が
一
応
完
成
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
都
市
江
戸
の
状
況
を
伝
え
る
数
少
な
い
資
料
の
―
つ
が
「
武
州

(4) 

豊
嶋
郡
江
戸
庄
図
」
と
い
う
内
題
の
あ
る
地
図
で
あ
る
。
こ
の
地
図
は
刊
行
さ

(
5
)
(

6
)
 

れ
た
江
戸
の
地
図
と
し
て
は
最
古
の
も
の
で
、
「
寛
永
図
」
と
略
称
さ
れ
て
い

＊
当
館
学
芸
員

の
基
礎
研
究

近
松
鴻

二
＊
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近松 鴻二

る
。
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
正
月
の
大
火
（
明
暦
の
大
火
、
振
袖
火
事
）
後

(7
)

お
ち
こ
ち
ど
う
い
ん

に
幕
府
が
実
地
測
量
を
行
っ
て
作
成
し
た
地
図
を
ふ
ま
え
た
遠
近
道
印
作
の

(8
)
 

「
寛
文
五
枚
図
」
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
、
類
似
の
地
図
が
数
多
く
刊
行
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
地
図
は
「
寛
永
図
系
」
あ
る
い
は
「
寛
永
図
群
」
と
総
称
さ
れ
て
い

(9
)
 

る
。「

寛
永
図
」
に
は
多
種
多
様
の
流
布
本
が
あ
り
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
系

(10)
 

統
が
あ
る
。―
つ
は
「
国
立
国
会
図
書
館
本
」
（
以
下
「
国
会
本
」
と
略
記
）
系

(11)
 

で
、
も
う
―
つ
は
「
都
立
中
央
図
書
館
本
」
（
以
下
「
都
中
本
」
と
略
記
）
系
で

(12)
 

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
景
観
年
代
あ
る
い
は
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
る

(13)
 

が
、
未
だ
結
論
を
得
て
い
な
い
。

木
版
で
刊
行
さ
れ
た
「
寛
永
図
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
の
伝
存
は
、
現
段
階
で

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
伝
存
す
る
も
の
は
写
図
、
あ
る
い
は
覆
刻
版
・模
刻

(14
)
(

15)
 

版
・翻
刻
版
で
あ
る
。
筆
写
す
る
際
の
読
み
違
い
、
写
し
違
い
等
、
流
布
本
間
、

あ
る
い
は
同
系
統
間
で
の
異
同
が
数
多
く
あ
る
。
第
1
表
は
「
国
会
本
」
系
と

「
都
中
本
」
系
と
の
基
本
的
な
相
違
を
書
ぎ
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
で

明
ら
か
な
よ
う
に
、
景
観
年
代
は
「
国
会
本
」
系
の
方
が
古
い
。

①
は
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
五
月
に
改
易
さ
れ
た
肥
後
・熊
本
藩
主
加
藤

肥
後
守
忠
広
の
屋
敷
を
、
同
年
七
月
十
二
日
あ
る
い
は
八
月
に
近
江
・彦
根
藩

主
井
伊
掃
部
頭
直
孝
に
下
賜
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
②
と
③
は
寛
永
九
年
（一

六
三
二
）
九
月
十
二
日
の
屋
敷
替
え
、
④
と
⑥
は
時
期
は
未
詳
で
あ
る
が
、
連

関
す
る
屋
敷
替
え
の
反
映
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
屋
敷
替
え
に
つ
い
て
は
、
五
節

で
詳
述
す
る
。

⑥
の
江
戸
橋
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
委
細
は
未
詳
で
あ
る
が
、
「
寛
永
図
」
の

「
国
会
図
書
館
本
」
系
と
「
都
立
中
央
図
書
館
本
」
系
の
お
も
な
相
違
点

(16)
 

記
載
を
根
拠
に
、
江
戸
橋
の
創
架
を
寛
永
九
年
と
す
る
説
が
あ
る
。
ま
た
、
「
都

中
本
」
の
識
書
の
「
重
開
板
」
あ
と
に
「
寛
永
九
年
申
十
二
月
」
と
い
う
後
箪

(17)
 

の
朱
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
景
観
年
代
が
あ
る
程
度
推
測
で
き
る
。

「寛永図」
の
収
載
範
囲
は
、
西
が
溜
池
か
ら
麹
町
辺
の
内
濠
沿
い
、
南
が

芝
・
増
上
寺
辺
ま
で
、
東
が
浅
草
川
（隅
田
川
）、
北
が
浅
草
か
ら
神
田
川・
飯

(18)
 

田
町
辺
ま
で
で
あ
る
。
現
在
の
千
代
田
区
・中
央
区
と
港
区
の
一部
で
あ
る
。

寛
永
中
期
段
階
の
江
戸
市
街
は
、
「
寛
永
図
」
の
収
載
範
囲
よ
り
も
拡
大
し
て
い

た
の
は
確
か
で
、
「
寛
永
図
」
中
で
も
麹
町
・
番
町
辺
は
更
に
後
方
（
西
方
）
に

(19)
 

武
家
地
が
連
続
し
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
「
寛
永
図
」
の
作
者
あ
る
い

は
刊
行
者
が
、

どのような意図で収載範囲を決めたのかは未詳である

江
(  1  )  誓武家(  6  )  橋戸 (5) (4) (3) (2) 国

の 敷
会な 屋敷 の廓 "~ >し

が側北 の 部犀 田 □の 図

あ に 墾酒翡- 弾正 塁i書る 7 L  
Vヽ 館な
は 本
L丹後_ の 系
屋

(  6  )  橋戸汀 (  5  )  (  4  )  (  3  )  (  2  )  (  I  )  武家屋敷 都

あ 拡大はな L紅井讃岐備部今百中 砿し部五郎掃 品
止＇ 

り L丹後- 田 野 ハの
中

弾 内 加藤所有嘉 央
正匠 図

の ＾ - , 今肥 書量のハノ‘ ハ 後

の 屋敷稲陪葉丹部し堀式 加 今
館

分部が， 爪々 ハ井 本
系

にい 民伊

第
1
表
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「武州豊嶋郡江戸庄図」の基礎研究

が
、
「
寛
永
図
」
が
当
時
の
江
戸
全
体
を
包
摂
し
て
い
な
い
こ
と
は
確
認
で
き

「
寛
永
図
」
に
対
す
る
関
心
は
、
既
に
江
戸
時
代
後
期
の
段
階
か
ら
持
た
れ

て
お
り
、
こ
の
図
に
関
す
る
考
証
や
復
刻
刊
行
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
。

近
代
に
至
っ
て
も
、
こ
の
図
へ
の
興
味
は
歴
史
学
・
地
理
学
・
地
図
学
・
書
誌

学
等
の
研
究
者
の
間
で
持
た
れ
、
多
く
の
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
論
考
は
、
書
誌
的
見
地
か
ら
「
寛
永
図
」
「
寛
永
図
群
」
の
相
互
比
較
、
景
観

(20) 

年
代
や
成
立
時
期
や
作
成
年
代
、
刊
行
意
図
を
追
求
す
る
も
の
が
多
く
、
こ
の

(21)
 

図
か
ら
得
ら
れ
る
種
々
の
情
報
か
ら
都
市
江
戸
を
研
究
し
た
も
の
は
少
な
い
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
種
々
問
題
を
内
包
し
て
い
る
「
寛

永
図
」
を
、
完
成
期
の
都
市
江
戸
の
状
況
を
伝
え
る
有
力
な
情
報
源
と
し
て
捉

え
、
箇
々
の
情
報
、
と
く
に
武
家
屋
敷
の
情
報
を
中
心
に
集
積
・
分
析
し
、
当

時
の
都
市
江
戸
の
実
態
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
情
報
の

集
積
・
分
析
を
行
う
に
当
っ
て
は
、
基
点
と
な
る
年
代
（
情
報
基
準
時
点
）
を

設
定
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
「
寛
永
図
」
の
景
観
年
代
の
最
下
限
で

あ
る
寛
永
九
年
(
-
六
三
―
-
）
を
仮
の
基
点
と
定
め
、
作
業
を
進
め
た
。

ト
レ
ー
ス
、

「寛
永
図
」
か
ら
の
基
礎
情
報
の
収
集
は
、
箇
々
の
情
報
の
カ
ー
ド
化
作
業

か
ら
始
め
た
。
そ
の
際
、
基
本
図
と
し
た
の
は
古
板
江
戸
図
集
刊
行
会
編
『
集

(22)
 

約
江
戸
絵
図
』
上
巻
所
収
の
「
寛
永
図
」
で
あ
る
。
こ
の
図
は
「
都
中
本
」
を

十
八
分
割
し
た
も
の
で
あ
る
。
作
業
は
、
こ
れ

る
。

一
、
基
礎
情
報

リ
ラ
イ
ト
し
て
、

右
五
点
の
う
ち
(1)
と
(3)
ー

(5)
は
国
会
本
系
で
あ
る
。
デ
ー
タ
は

(26) 

対
象
の
図
に
よ
り
微
妙
な
差
は
あ
る
が
、
読
み
違
い
の
誤
差
の
範
囲
と
考
え
ら

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

一
般
に
地
図
か
ら
の
情
報
は
、

色
彩
あ
る
い
は
記
載
位
罹
な
ど
や
、
そ
れ
ら
を
複
合
し
た
形
で
得
ら
れ
る
。

「
寛
永
図
」
に
お
け
る
情
報
源
は
次
の
よ
う
に
分
類
で
ぎ
る
。

(l)
文
字
の
み

(2)
文
字
と
位
置

(3)
文
字
と
図
形

(25) 

5
ー
当
館
蔵
、
山
崎
美
静
著
『江
戸
図
説
集
覧
』
所
収
の
「
武
州
豊
鴫
郡

4
 
3
 
2
 

ー

①
方
角

①
図
名

（図
ー

ら
の
図
を
更
に
そ
れ
ぞ
れ
六
分
割
し
、
全
体
を
一
0
八
の
部
分
に
分
け
、

ぞ
れ
に
番
号
を
付
し
、

号
を
付
し
た
。
そ
の
カ
ー
ド
に
調
査
対
象
ご
と
の
情
報
を
記
載
し
、
集
積
し
た
。

「国会本」

「都中本」

江
戸
庄
図
」

②
凡
例

写
真
版
を
使
用

当
館
で
作
成
し
た
複
製
図

③
番
所

文
字
・
図
形
等
一
件
ご
と
の
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
枝
番

(23) 

当
館
蔵
「
武
州
豊
嶋
郡
江
戸
庄
図
」
の
江
戸
時
代
の
模
刻
本

(24) 

当
館
蔵
「
武
州
豊
嶋
郡
江
戸
庄
図
」
の
江
戸
時
代
の
模
刻
本
写
図

そ
の
相
違
は
峻
別
せ
ず
採
用
し
た
。

①
屋
敷
と
所
有
者
名

文
字
の
ほ
か
線
・
面
、
図
形
、
記
号
、
絵、

②
町
と
町
名

調
査
対
象
と
し
た
の
は
次
の
五
図
で
あ
る
。

そ
れ
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近松 鴻二
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冒
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(7)
記
号

①
会
所
地

①
武
家
地

⑤
堤

第
2
表
は
、
右
の
よ
う
な
分
類
で
個
々
の
情
報
を
分
析
し
、
集
積
し
た
「
寛

総
件
数
は
一
、
八
九
五
で
、
こ
の
う
ち
武
家
地
関
係
が
九
二
三
件
で
約
半
数

を
占
め
て
い
る
。
武
家
地
関
係
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

町
人
地
関
係
で
は
、
町
屋
が
四
三
七
件
と
五
七
％
を
占
め
る
。
こ
の
う
ち
一

0
・
三
％
の
四
十
五
件
に
は
「
町
屋
」
の
表
示
が
あ
る
。
そ
の
他
は
線
に
よ
っ

て
囲
わ
れ
た
部
分
で
、
町
屋
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
推
定
さ
れ
る
町
屋

部
分
に
つ
い
て
は
、
調
査
対
象
と
し
た
図
に
よ
り
、
か
な
り
異
同
が
あ
る
が
、

本
表
作
成
に
あ
た
っ
ては、
よ
り
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
図
の
も
の
を
採
用
し

永
図
」
の
基
礎
情
報
を
用
途
別
に
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
町
人
地

8)
色 ①

天
守
②
橋

⑤
葦
原
な
ど

6)
絵 ①
谷
と
名
称

(5)
文
字
と
記
号

①
橋
と
名
称

④
鷹
場

⑤
溜
池

(4)
文
字
と
絵

④
馬
場

②
城
門
と
名
称

⑤
島
と
島
名

③
寺
社
地

③
高
札
場

④
水
路

④
鷹
場

③
寺
社
と
名
称
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「武州豊嶋郡江戸庄図」の基礎研究

第 2表 用途別情報数

こ。f  

用 迩‘̂ 情報数 備 考

武 屋 敷 839 持主別詳細は第 3 表参照
家 施 至口几 84 詳細は第 4 表参照
地 小 計 923 

町 名 251 
町 町 屋 437 
人 会 所 地 67 

地 町人屋敷 11 会所地下賜分
小 計 766 

寺院（含寺町） 143 寺名表示あり 91（含「別当」3)、寺・寺町表示30、推定22
寺
神社等 5  神社名表示 4, 神主表示 1

社
僧屋敷 1  本光国師

地
小 計 149 
橋 34 名称表示31 （含江戸橋）、名称なし 3

都 水路・濠 3  名称表示分のみ（新堀、三十間堀、八丁堀舟入）
市 高 札 場 2  施
至n几又 道 路 名 1 行徳ロ

小 計 40 
方 角 4  

そ 自然地名 7  浅草川、溜池、三国島、三股、紅薬山、びくに谷 2
堤 4  

の
新 田 1  

他 在 々 1  
小 計 17 

ムロ 計 1,895 

い
の
で
、
名
称
表
示
の
あ
る
も
の
の
み
カ
ウ
ン
ト
し
た
。

色
に
よ
っ
て
判
断
で
き
る
が
、
何
箇
所
か
と
数
え
様
が
な

橋
も
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
水
路
・
濠
に
つ
い
て
は
、
区
画
と

橋
」
は
、
前
述
の
よ
う
に
「
国
会
本
」
に
は
記
載
が
な
く
、

「
都
中
本
」
に
は
記
載
が
あ
る
が
、
三
十
一
件
に
は
江
戸

ち
名
称
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
三
十
一
件
で
あ
る
。
「
江
戸

都
市
施
設
に
つ
い
て
は
橋
が
三
十
四
件
あ
る
。
こ
の
う

会
所
地
は
、
四
周
を
町
屋
に
囲
ま
れ
た
入
会
地
で
六
十
七
箇
所
確
認
で
き
る
。

図
に
よ
っ
て
は
墨
で
塗
り
潰
し
て
、
会
所
地
と
し
て
明
確
に
区
別
し
て
い
る
も

の
が
あ
る
。
「
町
人
屋
敷
」
と
し
た
も
の
は
、
本
来
会
所
地
で
あ
っ
た
も
の
を
、

れ
た
場
所
に
、

有
力
な
商
人
や
医
師
・
役
者
等
に
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
、
四
周
を
町
屋
に
囲
ま

下
賜
さ
れ
た
者
の
名
称
が
記
さ
れ
て
い
る
。

大
辞
典

13 

町
屋
の
う
ち
町
名
が
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
『角
川
日
本
地
名

東
京
都
』
で
確
認
す
る
作
業
を
行
っ
た
が
、
比
定
で
き
な
い
地

名
が
多
い
。
ま
た
、
材
木
町
一
1
九
丁
目
の
よ
う
に
、
「
国
会
本
」
に
記
載
が
あ

寺
社
関
係
に
つ
い
て
は
、
最
大
一
四
九
件
確
認
で
き
る
。

る
の
は
寺
院
・
寺
町
で
一
四
三
件
、
九
六
％
で
あ
る
。
寺
院
の
う
ち
名
称
が
記

神
社
は
寺
院
に
く
ら
べ
、
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
数

が
少
な
く
、
「
愛
宕
」
「
山
王
」
「
神
明
」
「
牛
島
」
の
四
社

さ
れ
た
本
光
国
師
の
屋
敷
で
あ
る
。

れ
た
一
角
が
あ
る
。
な
お
、
僧
屋
敷
は
「
国
師
」
と
表
示

の
み
で
あ
る
。
ま
た
山
王
杜
の
脇
に
「
神
主
」
と
表
示
き

る。 寺
あ
る
い
は
寺
町
と
推
定
で
き
る
も
の
が
二
十
二
件
で
あ

て
い
る
も
の
が
三
十
、
周
囲
が
寺
で
文
字
無
記
載
の
枠
で

載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
九
十
一、
寺
・
寺
町
と
表
示
さ
れ

り
「
都
中
本
」
に
は
記
載
の
な
い
も
の
も
あ
る
。

そ
の
大
半
を
占
め

- 2 0 3 -



近松 鴻二

将
軍
家
族
は
、
秀
忠
の
息
女
一
人
と
家
康
の
妾
二
人
で
あ
る
。
秀
忠
の
息
女

と
考
え
ら
れ
る
。

中
本
」
で
は
建
築
物
を
表
す
「
御
本
丸
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

に
入
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

そ
の
他
は
、
武
家
地
、
町
人
地
、
寺
社
地
、
都
市
施
設
に
含
ま
れ
な
い
事
項

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
情
報
量
と
し
て
は
十
七
件
と
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

二
、
武
家
地
の
情
報

第
3
表
は
、
武
家
屋
敷
を
持
主
別
に
集
計
・
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
武
家

屋
敷
は
、
屋
敷
の
区
画
（
敷
地
）
が
明
確
に
描
か
れ
て
お
り
、
所
有
者
（
武
家
）

の
名
前
（
多
く
の
場
合
は
姓
と
官
職
名
・
通
称
）
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
対

(30)
 

象
と
し
た
。
そ
れ
ら
の
一
件
ず
つ
を
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
（
以
下
『
寛
政
譜
』

(31)

（

32)
 

と
略
記
）、
『
徳
川
諸
家
系
譜
』
（
以
下
『
徳
川
系
譜
』
と
略
記
）
、
『
断
家
譜
』
、

(33)
 

『
徳
川
実
紀
』
（
以
下
『
実
紀
』
と
略
記
）
に
よ
り
該
当
者
を
比
定
し
、
そ
れ
を

将
軍
関
係
、
直
臣
、
陪
臣
に
分
け
て
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

将
軍
関
係
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
の
中
に
は
、
武
家
屋
敷
の
範
疇
に
入
れ
る

の
に
必
ず
し
も
相
応
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、

一
応
こ
の
範
疇

将
軍
は
三
代
の
徳
川
家
光
で
「
国
会
本
」
で
は
人
を
示
す
「
御
本
丸
様
」
、
「
都

前
将
軍
は
二
代
の
徳
川
秀
忠
で
「
国
会
本
」
で
は
「
西
御
丸
様
」
、
「
都
中
本
」

で
は
「
西
御
丸
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
正

月
二
十
四
日
に
西
丸
に
居
住
し
て
い
た
徳
川
秀
忠
の
斃
去
と
い
う
情
報
の
反
映

は
千
姫
（
天
樹
院
、
「
寛
永
図
」
で
は
「
天
寿
院
」
と
表
記
）
で
、
上
屋
敷
と
中

で
あ
る
。

御
三
家
の
家
臣
は
す
べ
て
、
幕
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た

件
の
結
果
は
反
映
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

家
康
妾
は
、

い
わ
ゆ
る
「
付
家
老
」

水
戸
徳
川
家
の
祖
徳
川
頼
房
の
養
母
於
加
治
方
（
「
寛
永
図
」
で

は
「
栄
松
院
」
と
表
記
）
と
、
東
福
門
院
（
秀
忠
の
息
女
和
子
、
明
正
天
皇
母
）

の
母
代
わ
り
於
茶
阿
の
方
（
「
神
尾
一
位
殿
」
と
称
し
、
「
寛
永
図
」
で
は
「
一

位
殿
」
と
表
記
）
で
、
一
位
殿
は
屋
敷
を
二
箇
所
所
持
し
て
い
る
。

将
軍
乳
母
は
春
日
局
で
、
二
箇
所
の
屋
敷
を
所
持
し
て
い
る
。

直
臣
は
将
軍
と
直
接
主
従
関
係
を
結
ん
で
い
る
武
士
で
、
寛
永
九
年
末
現
在

家
禄
一
万
石
以
上
の
者
を
大
名
、
一
万
石
未
満
を
旗
本
と
し
て
集
計
し
た
。
大

名
屋
敷
が
二
五
二
、
旗
本
屋
敷
四
0
一
と
な
っ
て
い
る
。

陪
臣
は
、
大
名
の
家
臣
な
ど
将
軍
と
は
直
接
主
従
関
係
を
結
ん
で
い
な
い
武

と
、
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
実
弟
徳
川
忠
長
（
「
寛
永
図
」
で
は
「
駿
河
大
納
言
」

と
表
記
）
の
家
臣
で
あ
る
。
家
禄
の
多
寡
に
拘
ら
ず
こ
こ
に
入
れ
た
。
陪
臣
の

屋
敷
二
十
七
の
う
ち
三
分
の
二
の
十
八
が
忠
長
の
家
臣
で
あ
る
。

駿
河
大
納
言
忠
長
は
、
二
代
将
軍
秀
忠
の
二
男
で
あ
る
が
、
寛
永
八
年
四
月

兄
家
光
の
勘
気
を
蒙
っ
て
、
甲
府
に
蟄
居
を
命
じ
ら
れ
、
翌
寛
永
九
年
十
月
上

野
・
高
崎
に
移
さ
れ
寛
永
十
年
十
二
月
同
城
で
自
害
し
て
い
る
。
忠
長
の
家
臣

も
こ
の
事
件
に
連
座
し
て
処
罰
を
受
け
て
い
る
が
、
「寛
永
図
」
で
は
、
こ
の
事

二
件
に
及
ぶ
。

そ
の
他
の
項
で
は
、
不
詳
者
が
武
家
屋
敷
全
体
の
約
―
-
％
を
占
め
る
九
十

そ
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

屋
敷
を
所
持
し
て
い
る
。
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「武州豊嶋郡江戸庄図」の基礎研究

第 3表 持主区分別武家屋敷数

持主区分 屋敷数 備 考

将 軍 1  徳川家光＊ 1 ( 御本丸様）
将 則‘’ 将 軍 1  徳川秀忠＊2 （西御丸様）寛永 9年正月 24日没
軍
将軍家族 5  秀忠女 1 人 2箇所、徳川家康妾 2 人 3 箇所

関

係
将軍乳母 2  1 人 2 箇所

小 計 ， 
大 名 252 

直
旗 本 401 

臣
小 計 653 

徳川忠長家臣 18 
陪 尾張徳川家臣 4  

紀伊徳川家臣 2  

臣
水戸徳川家臣 3  

小 計 27 

不 詳 97 
記載の持主名が『寛政重修諸家譜』等に見出せない者、

そ あるいは後世にのみ見出せる者＊3

の 推 定 51 武家地に屋敷の枠があり、持主名が不記載のもの＊4

他 大名 or 旗本 2  
有馬豊長（旗本） or有馬忠頼（大名）、本多忠利（大名）
or本堂茂親（旗本）

ムロ 計 839 

*  1  『国会本』は「御本丸様」、『都中本』は「御本丸」と表記。
*  2  『国会本』は「西御丸様」、『都中本』は「御西丸」と表記。
*  3  不詳者のうち、 67件は姓と名乗りの記載があり、そのうち井上新左衛門、うきつ（興津か）、

河内、溝口又十郎は屋敷を 2箇所に持ち、本多因幡（政武）、戸田九郎兵衛、永井清左（清右衛
門）は『徳川実記』の寛永 9年条に記載がある。ほか、姓のみは 13人、名乗のみは 12人である。

*  4  『東京市史稿』市街篇第五では「空屋敷」としている。
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監
／
松
野
主
馬
／
ま
つ
め

／ 

ヽ
し一

かヽ

（きつめ）
源
八

右
衛
（
小
左
衛
門
）
／
間
宮
久
右
衛
門
（
久
太
郎
）
／
み
な
口
（
み
の
口
）

又
十
郎
（
二
箇
所
）
／
ミ
ツ
い
少
左
／
三
か
ふ
兵

庫
／
村
越
右
衛
作
／
森
甚
九
／
柳
沢
（
松
川
・
梅
川
）
豊
前
／
山
形
小
右

衛
門
／
山
野
（
小
野
）
太
郎
右
衛
門
／
山
の
新
兵
衛
／
横
田
志
麻
之
助
（
志

ぬ
い
／
溝
口

か
ヘ
・
久
八
）
／
間
宮
左

『
寛
政
譜
』
『
徳
川
系
譜
』
『
断
家
譜
』
に
見
い
出
せ
な
い
者

天
木
二
郎
左
衛
門
／
市
川
市
介
（
一
介
）
／
井
上
新
左
衛
門
（
二
箇
所
）

／
今
村
善
七
／
上
田
善
了
（
善
二
郎
）
／
上
杉
左
馬
／
う
き
つ
（
輿
津
か
）

河
内
〈
二
箇
所
〉
／
浮
津
内
記
／
浮
津
兵
三
／
江
沢
孫
右
衛
門
／
江
戸
松

五
郎
／
大
川
兵
蔵
／
小川宋三（閑――-）
／
小
栗
長
介
（
長
助
）
／
小
野

（に
し
）
宇
左
衛
門
／
う
ち
は
ら
（か
ち
は
ら
）
源
太
（
左
五
左
）
／
か

／
か
わ
し
（か
は
ら
）
弥
吉
／
か
は
し
（か
は
ら
）
半
之
丞
／
か
ん
の
助

五
／
小
出
采
女
／
小
塚
右
衛
門
／
嶋
崎
（
嶋
津
）
金
右
衛
門
／
下
坂
三
十

郎
／
新
開
兵
介
／
菅
谷
民
部
／
す
か
原
左
衛
門
／
す
る
か
松
雲
／
高
木
右

京
／
高
ノ
木
（
高
野
）
三
郎
（
喜
三
郎
）
／
武
井
主
水
／
た
け
内
（
た
け

川
）
左
衛
門
／
田
代
大
膳
／
と
ひ
沢
喜
左
／
内
藤
市
兵
衛
（
彦
兵
衛
・
文

兵衛）
／
中
島
六
兵
（
も
兵
）
／
西
川
庄
二
郎
／
長
谷
川
右
衛
門
(
-
兵

衛
）
／
は
ん
ノ
左
兵
衛
／
布
施
大
学
／
堀
田
左
兵
衛
（
左
京
）
／
松
平
将

麻
之
介
）
／
余
田

村
上
／
わ
た
な
へ

(2) 

（
金
田
）
主
膳

『
寛
政
譜
』
『
徳
川
系
譜
』
『
断
家
譜
』
に
見
い
出
せ
な
い
が
、
『
徳
川
実紀』

雲
守
豊
長
」
、
兵
部
は
大
名
の
「
兵
部
大
輔
忠
頼
」
が
該
当
す
る
。

親
」
、
大
名
の
「
本
多
伊
勢
守
忠
利
」
が
該
当
す
る
。

十
三
件

さ
、
木
（
さ
く
ま
）
下
屋
敷
／
は
せ
川
／
宮
原
（
宮
ノ
原
）
／
ミ
よ
し
／

「
大
名
あ
る
い
は
旗
本
」
と
い
う
の
は
次
の
二
件
で
あ
る
。

(1)

「
国
会
本
」
「
都
中
本
」
は
「
有
馬
兵
部
」
、
「
図
説
集
覧
本
」
「
模
刻

本
」
に
は
「
有
馬
出
雲
」
の
表
示
が
あ
る
も
の
で
、
出
雲
は
旗
本
の
「
出

「
都
中
本
」
「
国
会
本
」
が
「
本
堂
（
は
ん
た
う
）
伊
勢
」
、
「
図
説
集

覧
本
」
「
模
刻
本
」
が
「
本
多
（
は
ん
た
）
伊
予
（
い
よ
）
」
「
模
刻
本
写
本
」

が
「
ほ
ん

□伊
口
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
旗
本
の
「
本
堂
伊
勢
守
茂

そ
の
他
と
分
類
し
た
も
の
の
中
で
注
目
し
た
い
の
は
、
不
詳
の
部
分
の
姓
・

名
乗
り
が
記
載
さ
れ
て
い
て
、
後
世
の
み
に
見
い
出
せ
る
五
件
五
人
と
、
『
寛
政

譜
』
等
で
は
見
い
出
せ
な
い
六
十
四
件
六
十
二
人
、
計
六
十
九
件
六
十
七
人
で

あ
る
。
六
十
九
件
は
武
家
屋
敷
総
数
八
三
九
件
の
約
八
％
に
相
当
す
る
。
こ
の

ひ
〈
甲
斐
か
〉
金
右
／
加
藤
十
右
／
神
谷
善
十
／
神
谷
太
郎
助
（
久
七

藤
兵
衛
／
信
の
（
し
な
の
）
／
左
兵
衛
／
作
兵
衛
／
源
八

(34) 

万
入
／
又
左
／
孫
助
／
孫
介
（
膳
介
）
／
同
半
弥
／
同
久
介
／
同
彦
助
／

通
称
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
者

十
二
件

青
木
／
青
山
／
を
の
じ
（
を
の
寺
）
／
日
下
部
／
小
出
／
小
出
／
近
藤
／

以
下
（

）
は
調
査
図
間
の
異
同
等
を
示
す
。

姓
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
者

六
十
四
件

戸
田
二
郎
兵
衛
（
九
郎
兵
衛
）
／
永
井
清
左
／
本
多
因
幡

数
馬
／
間
宮
三
左
衛
門
（
正
道
）
／
水
野
五
郎
八
（信政

の
寛
永
九
年
の
記
事
中
に
見
い
出
せ
る
者

三
件

津
田
越
前
（
正
常
）
／
成
瀬
主
馬
（
正
起
）
／
前
田
（
あ
る
い
は
蒔
田

『
寛
政
譜
』
で
後
世
に
の
み
見
い
出
せ
る
者

五
件
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「武州豊嶋郡江戸庄図」の基礎研究

第 4 表

施設名 件数 備 考
番 所 24 内廓内23、向井将監番所 1
枡 升土IJ 23 固有名称のあるもの 8 、「枡型」表示のもの15
長 屋 10 うち水戸徳川家長屋 1
蔵・蔵屋敷 5  竹蔵 1、材木蔵 1、蔵屋敷 3

厩 4  
台所衆 2  
大工小屋 2  
供部屋 2  
御台所 1  
三の丸 1  
牢 屋 1  
馬 場 1  
鷹 場 1  
推 疋ナー 7  供部屋・長屋に接した枠があり用途無記載のもの
合計 84 

に
見
い
出
す
こ
と

に
表
す
資
料
が
他

が
都
市
と
し
て

の
よ
う
に
、
江
戸

で
ぎ
な
い
。
前
述

武家施設内訳

否
定
す
る
こ
と
は

い
か
ら
、
と
い
う

不
詳
者
の
数
が
多

し
か
し
、
身
許

定
で
き
な
い
か
ら

(36) 

で
あ
る
。

た
も
の
で
、
武
家
の
都
の
施
設
と
し
て
相
応
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
的
史
料
か
ら
比

幕
府
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
人
物
が
『
寛
政
譜
』
等
の
基

の
製
作
意
図
に
も
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
4
表
は
、
第
2
表
で
「
武
家
地
」
中
に
「
施
設
」
と
し
て
分
類
し
た
も
の

き
で
あ
ろ
う
。

数
値
が
読
み
違
い
、
写
し
違
い
の
誤
差
の
範
囲
内
で
あ
る
か
否
か
は
微
妙
で
あ

る
。
こ
れ
は
「
寛
永
図
」
そ
の
も
の
の
信
憑
性
あ
る
い
は
信
頼
性
、
お
よ
び
図

と
く
に
江
戸
城
内
廓

内
に
屋
敷
が
描
か
れ
て
い
る
「
う
ぎ
つ
（
興
津
か
）
河
内
」
（
二
箇
所
）
、
「
浮
津

内
記
」
、
「
浮
津
兵
三
」
、
「
江
沢
隼
人
」
に
注
目
し
た
い
。
屋
敷
の
位
置
か
ら
、

理
由
で
「
寛
永
図
」

そ
の
も
の
の
存
在

や
史
料
的
価
値
を

応
完
成
し
た
時
期

の
状
況
を
、
端
的

が
で
き
な
い
以
上
、
「
寛
永
図
」
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
情
報
を
最
大
限
収
集
・
分

析
し
、
他
の
断
片
的
情
報
と
の
整
合
性
を
積
み
重
ね
て
、
最
終
結
論
を
出
す
べ

の
内
訳
で
あ
る
。
「
番
所
」
が
二
十
四
と
一
番
多
い
。
こ
れ
は
、

所
々
に
設
置
き
れ
て
い
る
も
の
が
殆
ど
で
、
廓
外
に
あ
る
の
は
、
御
船
手
向
井

将
監
の
番
所
一
箇
所
の
み
で
あ
る
。
江
戸
城
の
警
護
の
た
め
各
所
に
設
置
さ
れ

次
に
多
い
の
は
、

で、

枡
型
の
二
十
三
箇
所
で
あ
る
。
枡
型
は
城
の
出
入
口
の
門

―
つ
の
城
に
二
十
三
箇
所
も
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

は
ず
れ
て
大
ぎ
い
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

十
箇
所
表
示
さ
れ
て
い
る
長
屋
は
、
水
戸
家
の
一
件
を
除
き
、
幕
府
の
番
士

の
宿
舎
で
あ
る
。
蔵
・
蔵
屋
敷
以
下
は
、

三
、
複
数
屋
敷
の
所
持
者

江
戸
城
内
廓
の

江
戸
城
の
規
模
が
並

そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
が
表
す
よ
う
な
機

能
を
持
っ
た
施
設
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
5
表
は
「
寛
永
図
」
中
の
比
定
が
可
能
で
あ
っ
た
大
名
・
旗
本
が
、
屋
敷

を
何
箇
所
所
持
し
て
い
た
か
を
、
屋
敷
数
別
に
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

江
戸
の
大
名
屋
敷
は
、
参
勤
交
代
制
度
が
確
立
し
た
後
に
は
、
各
大
名
が
上
・

中
・
下
屋
敷
あ
る
い
は
蔵
屋
敷
．
抱
屋
敷
・
野
屋
敷
な
ど
複
数
の
屋
敷
を
所
持

す
る
よ
う
に
な
る
が
、
参
勤
交
代
制
度
の
法
制
化
（
寛
永
十
二
年
）
以
前
に
既

に
か
な
り
の
大
名
と
一
部
の
旗
本
が
複
数
の
屋
敷
を
江
戸
で
所
持
し
て
い
た
こ
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近松 洩二

九
千
石
余
の
毛
利
秀
就
で
、
上
屋
敷

一、
中
屋
敷
一、
下
屋
敷
二
の
計
四

張
・
名
古
屋
六
一
万
九
千
五
百
石
の

徳
川
義
直
、
陸
奥
・
仙
台
六
一
万
五
千
石
の
伊
達
政
宗
、
紀
伊
・
和
歌
山
五
五

万
石
の
徳
川
頼
宣
、
越
前
・
福
井
五
二
万
五
千
石
の
松
平
忠
昌
、
肥
前
・
佐
賀

国
甘
縄
二
万
二
千
石
余
の
松
平
正
綱
で
あ
る
。
三
箇
所
以
上
の
屋
敷
所
持
者
の

内
訳
は
、
外
様
四
、
親
藩
――
-
（
う
ち
御
三
家
が
二
）
、
譜
代
一
の
合
計
八
家
と
な

っ
て
い
る
。

第 5表 大名・旗本の所持屋敷数一覧

所持屋敷数 大名 （家） 旗本（家） 屋 敷 数

1  箇所 143 371 514 

2  箇所 42 15 114 

3  箇所 7  ゜ 21 

4  箇所 1  ゜ 4  

合計 193 386 653 

箇
所
で
あ
る
。
三
箇
所
所
持
は
、
尾

最
も
多
い
の
は
、
長
門
・
萩
三
六
万

「
寛
永
図
」
中
、
所
持
屋
敷
数
が

し
た
も
の
で
あ
る
。

知
行
高
、
幕
府
役
職
、
旗
本
は
屋
敷

の
内
訳
、
知
行
高
、
幕
府
役
職
を
記

藩
、
譜
代
、
外
様
の
区
分
、
城
地

つ
い
て
、
大
名
は
屋
敷
の
内
訳
、
親

第
6
表
は
、
複
数
屋
敷
所
持
者
に

倒
的
に
率
が
高
い
。

屋
敷
の
所
持
率
は
約
二
六
％
、
旗
本

囲
の
限
定
は
あ
る
が
、
大
名
の
複
数

と
が
わ
か
る
。
「
寛
永
図
」
の
収
載
範

(37)
 

大
名
の
二
箇
所
所
持
の
内
訳
は
、
親
藩
三
、
外
様
十
七
、
譜
代
二
十
二
、
合

計
四
十
二
家
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
二
箇
所
以
上
の
所
持
者
は
外
様
二
十
一、

親
藩
六
、
譜
代
四
十
三
、
合
計
七
十
家
で
あ
る
。

旗
本
の
複
数
屋
敷
所
持
者
に
つ
い
て
は
、
高
禄
の
者
、
幕
府
役
職
在
任
者
が

陪
臣
で
は
尾
張
徳
川
家
の
付
家
老
成
瀬
正
虎
が
上
屋
敷
の
ほ
か
に
一
箇
所
屋

敷
を
所
持
し
て
い
る
。

未
詳
者
の
中
に
も
、
井
上
新
左
衛
門
、
う
ぎ
つ

十
郎
が
屋
敷
を
二
箇
所
所
持
し
て
い
る
。

そ
の
他
で
は
、
将
軍
家
に
関
係
す
る
女
性
三
名
が
二
箇
所
に
屋
敷
を
所
持
し

て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
二
代
将
軍
の
息
女
天
樹
院
と
、
家
康
の
妾
で
東
福

門
院
の
母
代
わ
り
の
一
位
局
と
、
三
代
将
軍
家
光
の
乳
母
春
日
局
で
あ
る
。

四
、
当
主
の
交
代
と
名
乗
り
の
変
更

第
7
表
は
『
寛
政
譜
』
等
の
記
述
か
ら
、
寛
永
元
年
か
ら
情
報
基
準
時
点
で

あ
る
寛
永
九
年
ま
で
の
間
に
、
世
代
交
代
（
家
督
相
続
）
の
あ
っ
た
屋
敷
所
持

者
の
名
乗
り
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
「
寛
永
図
」
の
武
家

名
称
の
表
示
は
、
姓
と
名
乗
り
と
し
て
の
官
職
名
、
＾
あ
る
い
は
通
称
が
記
さ
れ

て
お
り
、
諒
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
「
伊
達
政
宗
」
の
「
政
宗
や
し
き
」
一
件

の
み
で
あ
る
。
諒
は
、
そ
れ
の
み
で
個
人
を
特
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、

ず
れ
も
将
軍
家
か
ら
重
視
さ
れ
た
女
性
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
れ
て
い
る
。

興
津
か

し‘

河
内
、
溝
口
又
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第
6
表

複
数
屋
敷
所
持
者
一
覧
(I)寛

永
8
年
(163|）

末
現
在

恕吉粗堆s「図出皿日迄馨贔一'-喜」

屋
敷

内
訳

区
分

所
持
者
名

知
行
高
（
石
）

城
地

幕
府
役
職

備
考

合
計
上
屋
敷
中
屋
敷
下
屋
敷
蔵
屋
敷

外
様

松
平
（
毛
利
）
長
門
守
秀
就

4
 

1
 
1
 
2
 

36万
9,411余

長
門
・
萩

親
藩
徳
川
大
納
言
義
直

3
 

1
 

1
 
1
 
61万

9,500
尾
張
・
名
古
屋

外
様

松
平
（
伊
達
）
陸
奥
守
政
宗

3
 

1
 
1
 

1
 

61万
5,000

陸
奥
・仙
台

記
載
は
「
政
宗
中
や
し
き
」
「
政
宗
下
や
し
ぎ
」

親
藩
徳
川
大
納
言
頼
宣

3
 

1
 
1
 

1
 
55万

0,000
紀
伊
・
和
歌
山

親
藩
松
平
伊
予
守
忠
昌

3
 

1
 

1
 
1
 
52万

5,000
越
前
・
福
井

大
外
様

松
平
（
鍋
島
）
信
濃
守
勝
茂

3
 

1
 
1
 

1
 

35万
7,036

肥
前
・
佐
賀

外
様

松
平
（
蒲
生
）
中
務
大
輔
忠
知

3
 

1
 

1
 

1
 
20万

0,000
寛
永
11年

8
月
18
日
没
、
無
嗣
断
絶

譜
代

松平（大河内）右衡門大夫正綱
3
 

1
 

1
 
1
 

2万
2,100

相
模
・
甘
縄

近
習
筆
頭
人

外
様

松
平
（
嶋
津
）
大
隅
守
家
久

2
 

1
 
1
 

72万
8,700余

薩
摩
・
鹿
児
島

親
藩
徳
川
大
納
言
忠
長

2
 

1
 

1
 
50万
0,000

駿
河
・
府
中

寛
永
8
年
5
月
28
日
甲
斐
に
幽
居

外
様

松
平
（
浅
野
）
但
馬
守
長
晟

2
 

1
 

1
 

42万
6,500

安
芸
・広
島

寛
永
9
年
9
月
3
日
没

外
様

松
平
（
池
田
）
新
太
郎
光
政

2
 

1
 
1
 

32万
0,000

因
幡
・
鳥
取

寛
永
9
年
6
月
18
日
備
前
・
岡
山
へ
転
封

外
様
上
杉
弾
正
少
弼
正
利

2
 

1
 

1
 

30万
0,000

出
羽
・
米
沢

外
様

松
平
（
池
田
）
宮
内
少
輔
忠
雄

2
 

1
 

1
 
28万

2,000
備
前
・
岡
山

寛
永
9
年
4
月
3
日
没

親
藩
徳
川
権
中
納
言
頼
房

2
 

1
 

1
 
28万
0,000

常
陸
・水
戸

名
親
藩
松
平
越
後
守
光
長

2
 

1
 

1
 
26万
0,000

越
後
・高
田

外
様

松
平
（
蜂
須
賀
）
阿
波
守
忠
英

2
 

1
 

1
 

25万
7,000

阿
波
・
徳
島

譜
代
鳥
居
伊
賀
守
忠
恒

2
 

1
 
1
 

22万
0,000

出
羽
・
山
形

外
様

松
平
（
山
内
）
土
佐
守
忠
義

ヽ

20万
2,600

土
佐
・
高
知

敷
地
は
地
続
き

2
 

1
 

1
 

外
様
森
美
作
守
忠
政

2
 

1
 

1
 

18万
6,500

美
作
・
津
山

譜
代
土
井
大
炊
頭
利
勝

2
 

1
 

1
 
14万
2,000

下
総
・佐
倉
老

中
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第
6
表

複
数
屋
敷
所
持
者
一
覧
(2)

寛
永
8
年
(1631)末

現
在

1翌祖毀

屋
敷

内
訳

区
分

所
持
者
名

知
行
高
（
石
）

城
地

幕
府
役
職

備
考

合
計
上
屋
敷
中
屋
敷
下
屋
敷
蔵
屋
敷

譜
代
酒
井
雅
楽
頭
忠
世

2
 

1
 

1
 
12万
2,500

上
野
・厩
橋
老

中

外
様

丹
羽
五
郎
左
衛
門
長
重

2
 

1
 

1
 
10万
0,700

陸
奥
・
白
河

譜
代
永
井
信
濃
守
尚
政

2
 

1
 

1
 

8万
9,000

下
総
・
古
河

譜
代
阿
部
備
中
守
正
次

2
 

1
 

1
 

8万
6,000

武
蔵
・
岩
槻
大
坂
城
代

稲「都葉正中勝本」にでなはる
、
上
屋
敷
の
所
持
者
が

譜
代
酒
井
讃
岐
守
忠
勝

2
 

1
 

1
 

8万
0,000

武
蔵
・
川
越
奏
者
番

大
譜
代

松
平
（
戸
田
）
丹
波
守
康
長

2
 

1
 

1
 

7万
0,000

寛
永
9
年
12月

12
日
没

譜
代
内
藤
左
馬
助
政
長

7万
0,000

陸
奥
・
平

甕灼也は
地
続
き

2
 

1
 

1
 

譜
代
安
藤
右
京
進
重
長

2
 

1
 

1
 

6万
6,000

上
野
・
高
崎
書
院
番
頭

譜
代

松
平
（
松
井
）
周
防
守
康
重

2
 

1
 

1
 

6万
0,400

和
泉
・
岸
和
田

譜
代
石
川
主
殿
守
忠
総

2
 

1
 

1
 

6万
0,000

豊
後
・
日
田

外
様
九
鬼
長
門
守
久
隆

2
 

1
 

1
 

5万
6,000

志
摩
・鳥
羽

寛
永
9
年
9
月
15
日
没

外
様
脇
坂
淡
路
守
安
元

2
 

1
 

1
 

5万
5,000

信
濃
・飯
田

外
様
古
田
兵
部
少
輔
重
恒

2
 

1
 

1
 

5万
5,000

譜
代
一
柳
監
物
直
盛

2
 

1
 

1
 

5万
0,000

伊
勢
・
神
戸

譜
代
井
上
河
内
守
正
利

2
 

1
 

1
 

4万
7,500

遠
江
・横
須
賀

譜
代
稲
葉
淡
路
守
紀
通

4万
5,700

名
2
 

1
 

1
 

譜
代
稲
葉
丹
後
守
正
勝

2
 

1
 

1
 

4万
0,000

下
野
・
真
岡

老
中

寛
永
9年
11月
23
日
相
模
・
小
田
原
へ
転
封

譜
代
板
倉
周
防
守
重
宗

2
 

1
 

1
 

3万
8,000

摂
津
・
国
内

京
都
所
司
代

譜
代
高
力
摂
津
守
忠
房

2
 

1
 

1
 

3万
6,500余

奏
者
番

外
様
織
田
出
雲
守
高
長

2
 

1
 

1
 

3万
1,200

外
様
金
森
出
雲
守
重
頼

2
 

1
 

1
 

3万
0,700

飛
騨
・
高
山

|0I8
ーー



第
6
表

複
数
屋
敷
所
持
者
一
覧
(3)寛

永
8
年
(163|

）
末
現
在

娯吉蝦堆s「図出皿日～話寧二醐一'-念岡」

屋
敷

内
訳

区
分

所
持
者
名

知
行
高
（
石
）

城
地

幕
府
役
職

備
考

合
計
上
屋
敷
中
屋
敷
下
屋
敷
蔵
屋
敷

外
様
佐
久
間
日
向
守
安
次

2
 

1
 

1
 

3万
0,000

信
濃
・
飯
山

寛
永
9
年
4
月
12
日
没

外
様
山
崎
甲
斐
守
家
治

2
 

1
 
1
 

3万
0,000

備
中
・
成
羽

大
譜
代
内
藤
伊
賀
守
忠
重

2
 

1
 

1
 

2万
0,000

常
陸
国
内

老
中

譜
代
細
川
玄
番
頭
興
昌

2
 

1
 

1
 

1万
6,200

常
陸
・
谷
田
部

譜
代

青
山
大
蔵
少
輔
幸
成

2
 

1
 

1
 

1万
6,000

常
陸
国
内

書
院
番
頭
は
か

譜
代
山
口
修
理
亮
重
政

1万
5,000余

常
陸
・牛
久
奏
者
番

名
2
 

1
 

1
 

外
様
京
極
主
膳
正
高
通

1万
3,000

丹
後
・
峰
山

2
 

1
 

1
 

譜
代
高
木
肥
前
守
正
成

2
 

1
 

1
 

1万
0,000

河
内
・
丹
南

敷
地
は
地
続
ぎ

伊
丹
播
磨
守
康
勝

2
 

1
 

1
 

9,000 
勘
定
頭

山
名
禅
高
豊
国

禅末現高豊在国は孫は党の矩永
豊3
年が
相4
続月
致
仕
、

8
年

2
 

1
 

1
 

6,700 
向
井
将
監
忠
勝

2
 

1
 

1
 

6,000 
船

手
戸ほ斤かあにり

「
向
井
将
監
」
名
義
の
番
所
1
箇

近
藤
織
部

重
直

旗
2
 

1
 

1
 

5,000 
斎
藤
伊
豆
守
利
宗

2
 

1
 

1
 

5,000 
春
日
局
の
兄

鳴
田
弾
正
忠
利
正

2
 

1
 

1
 

5,000 
町
奉
行

「
都
中
本
」
で
は
上
屋
敷
は
移
転

米
津
内
蔵
助
田
盛

2
 

1
 

1
 

5,000 
石
川
八
左
衛
門
政
次

船
手

2
 

1
 

1
 

4,500 
永
井
伝
十
郎
直
清

2
 

1
 

1
 

4,050 
本

設
楽
甚
三
郎
貞
代

2
 

1
 

1
 

2,550 
阿
倍
四
郎
右
衛
門
正
之

2,050余
2
 

1
 

1
 

岡
部
庄
左
衛
門
正
綱

2
 

1
 

1
 

1,000 
戸
田
藤
九
郎
由
利

小
納
戸

2
 

1
 

1
 

850 



第
6
表

複
数
屋
敷
所
持
者
一
覧
(4)

寛
永
8
年
(I63|

）
末
現
在

1蔑祖毀

屋
敷

内
訳

区
分

所
持
者
名

中
屋
敷

1下
屋
敷

1蔵
屋
敷

知
行
高
（
石
）

城
地

幕
府
役
職

備
考

合
計
上
屋
敷

松
下
甚
太
郎
重
綱

740余
徒

頭
敷
地
は
地
続
き

旗
2
 
1
 

1
 

本
多
賀
外
記
常
勝

書
院
番
士

2
 
1
 

1
 

500 
陪
臣

成
瀬
隼
人
正
正
虎

2万
9,000

尾
張
・
犬
山

尾
張
徳
川
家
家
老

2
 
1
 

2
 

未
井
上
新
左
衛
門

2
 
1
 -I 

1
 |
 -

う
き
つ
（
興
津
）
河
内

2
 
1
 

1
 

詳
溝

十
郎

ロ
又

2
 
1
 

1
 

樹
院

徳
川
秀
忠
女
千
姫

そ
天

2
 
1
 

1
 

位
様

徳
川
家
康
妾

の
2
 
1
 

1
 

他
春

局
徳
川
家
光
乳
母
稲
葉
氏

日
2
 
1
 

＊
上
表
の
は
か
日
根
野
織
部
正
吉
明
（
下
野
・
壬
生
l万
0,900石

）
に
つ
い
て
は
「
日
根
野
織
部
下
や
し
き
」
の
み
の
記
載
が
あ
り
、
複
数
の
屋
敷
の
存
在
が
窺
え
る
。
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「武州豊嶋郡江戸庄図」の基礎研究

第 7表 世代交代のあった屋敷所持者の名乗り （寛永元～ 9年）

年次
図中の名乗り （屋敷数）

備 考
先々代 前当主 新当主 前・新同名乗り 合計

寛永元年 ゜ 1  4  1  6  
2  ゜ 3  3  3* ， ＊の「成戸斤瀬正重・正虎 （隼人）

は 2 箇

3  ゜ 3* 7  7  17 ＊の前「永「永に井井独直立尚清政 伝（］言十濃）） は遺2 領箇分所、与 （ 」 は

4  ゜ 1  6  1  8  
5  ゜ 9* 10** 3  22 

上の＊＊正の＊「稲利の「稲葉「（葉止烏河正勝店内成忠）（恒丹は（筑後2（伊後）箇）所賀は）父と」子＊「。井＊ 

6  ゜ 6  1  2  ， 
7  2* 10** 3  2  17 

の+は＊の。無「飯淑*「飯塚断＊塚忠絶の綱重「重酒（平井（右兵直部衛次）門」）（右と」近は＊）父＊ 」

8  ゜ 16* 6** 3  25 
忠成jは＊と色政の父「（式内土（「部藤美加＊）信濃藤」＊、之）嘉」の「明本（と織伊＊多田（豆左政＊長）馬」の朝則）はt（（加無河甲「本藤斐嗣内））n断多J1 」」

， ゜ 14* 5** 5  24 
父貞＊（の晴子出雲（「左）池」近田）長桑」幸lとIl  貞＊（備利＊中（「内）池」匠田「）桑長」常,は,  ,  

合 計 2  63 45 27 137 

高
く
な
っ
て
い
る
。

の
比
率
を
見
る
と
、
織
か
な
差
で

名
乗
り
は
世
襲
き
れ
た
り
、
途
中
変
更
含
れ
る
場
合
が
多
い
の
で
、
『寛政譜』

等
の
記
載
に
よ
っ
て
、
「
寛
永
図
」
中
の
表
記
名
乗
り
を
手
掛
か
り
に
し
て
確
認

表
中
の
「
先
々
代
」
は
、
家
督
相
続
を
し
た
新
当
主
の
二
代
前
の
名
乗
り
が

国
の
号
「
ぜ
ん
か
う
（
禅
閤
）
」
が
表
記
さ
れ
て
い
る
。
前
当
主
は
平
右
衛

門
豊
政
（
寛
永
三
年
四
月
家
督
相
続
、
寛
永
七
年
六
月
二
十
八
日
没
）
。

寛
永
七
年
に
家
督
相
続
の
あ
っ
た
飯
塚
家
。
新
当
主
正
重
の
祖
父
綱

重
の
名
乗
り
「
兵
部
」
が
記
載
き
れ
て
い
る
。
前
当
主
は
兵
右
衛
門
忠
重

（
元
和
九
年
頃
家
督
相
続
、
寛
永
七
年
九
月
二
十
四
日
没
）
。

「
前
・
新
同
名
乗
り
」
は
、
通
称
や
官
職
名
が
世
襲
さ
れ
て
お
り
、
前
当
主

の
名
乗
り
か
新
当
主
の
名
乗
り
か
明
確
に
区
別
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

「
寛
永
図
」
に
表
示
さ
れ
て
い
る
当
主
名
乗
り
で
、
新
当
主
名
乗
り
と
前
当

主
名
乗
り
（
先
々
代
当
主
名
乗
り
も
含
む
）

は
あ
る
が
、
寛
永
五
年
を
境
に
、
そ
の
数
値
が
逆
転
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

寛
永
五
年
ま
で
は
新
当
主
名
乗
り
の
記
載
比
率
の
方
が
、
前
当
主
名
乗
り
よ
り

も
高
く
な
っ
て
い
る
の
が
、
寛
永
六
年
以
降
は
前
当
主
名
乗
り
の
記
載
比
率
が

第
8
表
は
寛
永
元
年
か
ら
九
年
ま
で
の
間
、

敷
所
持
者
の
官
職
名
・
通
称
の
変
更
、
あ
る
い
は
叙
官
に
よ
り
通
称
か
ら
官
職

名
へ
の
変
更
の
情
報
が
、
「
寛
永
図
」
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
を
分

析
し
た
も
の
で
あ
る
。
変
更
前
の
名
乗
り
が
「
寛
永
図
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る

2
 

『
寛
政
譜
』
等
か
ら
得
ら
れ
た
屋

1}
寛
永
七
年
に
家
督
相
続
の
あ
っ
た
山
名
家
。
新
当
主
矩
豊
の
祖
父
豊

表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
次
の
二
例
が
あ
る
。

作
業
を
行
い
、
寛
永
九
年
末
段
階
の
各
屋
敷
の
所
持
者
を
特
定
し
た
。

- 2 1 3 -



近松 鴻二

当
時
期
を
限
定
し
て
い
く
方
法
が
と
ら
れ
る
。
また、

載
の
あ
る
史
料
の
年
代
推
定
を
行
う
場
合
に
は

ら
れ
る
。

る
。

寛永九年段階では、すべて「前名乗り」

年次 前名乗り 新名乗り 合計 備 考
寛永元年 1  5  6  

2  ゜ 6  6  
3  ゜ 19 19 
4  ゜ 19 19 
5  ゜ 3  3  
6  3  2  5  
7  4  2  6  
8  5  1  6  ， 7  ゜ 7  

合計 20 45 65 

が
次
第
に
高
く
な
り

で
あ
り
、
変
更
後
の
名

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

名
乗
り
」
の
記
載
比
率

の
記
載
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

一
般
に
、
年
紀
の
記
載
が
な
く
、
通
称
や
官
職
名
、
あ
る
い
は
役
職
名
の
記

こ
れ
ら
の
記
載
事
項
の
変
更

時
期
、
通
用
時
期
、
役
職
に
あ
っ
て
は
在
任
期
間
等
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
該

地
図
と
く
に
販
売
を
目

寛
永
六
年
以
後
は
「
前

第 8表

さ
れ
て
い
る
の
に
対
し

「
新
名
乗
り
」
が
記
載

名乗り変更者の記載状況（寛永元～ 9年）

は
か
の
四
十
件
す
べ
て

名
乗
り
」
記
載
が
寛
永

(38)
 

元
年
の
一
件
の
み
で
、

寛
永
五
年
ま
で
は
「
前

つ
ま
り
、
寛
永
五
年
か
ら
六
年
の
段
階
で
収
集
し
た
情

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が

も
、
寛
永
五
年
を
画
期

で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら

る
も
の
が
「
新
名
乗
り
」

乗
り
が
記
載
さ
れ
て
い

も
の
が
「
前
名
乗
り
」

的
と
す
る
地
図
に
あ
っ
て
は
、
情
報
の
正
確
さ
と
、
変
化
す
る
情
報
へ
の
迅
速

な
対
応
が
要
求
さ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
「
寛
永
図
」
の
出
版
意
図
は
、
必
ず

し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
木
版
刷
り
の
地
図
と
し
て
流
布
し
た
こ
と
か
ら
、
刊

行
者
は
よ
り
正
確
な
情
報
を
記
載
す
る
た
め
の
努
力
を
し
て
い
た
こ
と
は
十
分

窺
い
得
る
。
岩
田
豊
樹
氏
に
よ
れ
ば
、
「
寛
永
図
」
は
京
都
に
於
い
て
出
版
さ
れ

(39)
 

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
仮
に
そ
う
で
あ
れ
ば
、
情
報
収
集
能
力
や
江
戸
か
ら
京

都
へ
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
問
題
等
を
考
慮
す
る
と
、
第
7
表
・第
8
表
の

分
析
結
果
に
よ
り
、
寛
永
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
、
何
ら
か
の
画
期
が
あ
っ

た
か
と
推
測
で
き
る
。

報
が
「
寛
永
図
」
製
作
の
基
礎
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

る
。
第
7
表
で
は
、
寛
永
五
年
ま
で
は
、

と
い
う
こ
と
で
あ

世
代
交
代
の
あ
っ
た
屋
敷
に
つ
い
て
、

か
な
り
正
確
に
対
応
で
き
て
い
た
も
の
が
、
寛
永
六
年
以
降
は
次
第
に
対
応
で

き
な
く
な
り
、
前
当
主
の
名
乗
り
が
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
ま
た
、
第
8
表
で
は
、
寛
永
五
年
ま
で
の
段
階
で
は
、
屋
敷
所
持
者

の
名
乗
り
の
把
握
が
十
分
で
き
て
い
た
も
の
が
、
寛
永
六
年
以
降
の
変
更
に
は
、

十
分
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
っ
た
、

五
年
段
階
で
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
寛
永

い
わ
ば
大
々
的
な
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
は
、
部
分
調

整
が
行
わ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
推
論
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
次
節
で

述
べ
る
寛
永
九
年
の
屋
敷
替
え
の
記
載
が
特
に
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

の
施
策
が
当
時
衝
撃
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
反
映
で
な
い
か
と
も
考
え

- 2 1 4 -



「武州豊嶋郡江戸庄図」の基礎研究

一
、
上
邸

て
い
る
。

あ
る
。

五
、
寛
永
九
年
の
屋
敷
替
え

前
述
の
よ
う
に
「
寛
永
図
」
に
は
、
「
国
会
本
」
と
「
都
中
本
」
の
二
系
統
が

そ
の
主
要
な
相
違
点
の
一
っ
が
第
1
表
で
示
し
た
「
元
ハ
加
藤
肥
後
今

ハ
井
伊
掃
部
」
「
牧
野
内
匠
今
ハ
加
々
爪
民
部
」
等
四
箇
所
の
記
載
の
有
無
で
あ

る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
寛
永
九
年
に
行
わ
れ
た
屋
敷
替
え
が
、
情
報
と
し
て
反

映
し
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
。
こ
の
屋
敷
替
え
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

第
2
図
は
寛
永
九
年
の
七
月
十
二
日
、
あ
る
い
は
八
月
に
行
わ
れ
た
屋
敷
替

えと、
九
月
十
二
日
に
命
じ
ら
れ
た
屋
敷
替
え
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

①
は
肥
後
・
熊
本
七
十
三
万
石
余
の
加
藤
忠
広
の
改
易
に
伴
っ
て
明
屋
敷
と

こ
と
の
反
映
で
あ
る
。
因
み
に
『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
第
四
の
寛
永
九
年
七

(40) 

月
条
に
、七

月
十
二
日
戊
申
、
彦
根
城
主
井
伊
直
孝
居
屋
敷
ヲ
桜
田
二
、
中
屋
敷
ヲ

こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
「
寛
永
図
」
に
は
収
載
範
囲
外
で
、

載
は
な
い
。
な
お
、
前
掲
『
東
京
市
史
稿
』

麹
町
区
永
田
町
。

現
今
参
謀
本
部
ノ
所
。

な
回
答
書
を
引
用
し
て
、
賜
邸
の
時
期
を
寛
永
九
年
八
月
と
す
る
説
を
紹
介
し

こ
の
こ
と
の
記

で
は
、
伯
爵
井
伊
家
の
次
の
よ
う

と
あ
り

）
の
時
上
屋
敷
と
と
も
に
、
赤
坂
喰
違
の
中
屋
敷
も
下
賜
さ
れ
た

赤
坂
喰
違
二
賜
フ
。
共
二
加
藤
忠
広
邸
也
。
（
割
註
略
筆
者
）

な
っ
た
桜
田
の
上
屋
敷
を
、
近
江
・
彦
根
十
万
石
の
井
伊
直
孝
に
下
賜
さ
れ
た

←ー一都中本系「寛永図」、「寛永日記」記載の動き
←----- 「寛永日記」のみ記載の動き

I井イ瓦，千代直好邸 I

9,‘’,',,‘9,'，'，' 

I水野監物忠善邸 I

‘、‘、‘、‘、‘、‘、‘、‘‘、

野内匠§
↓ 

南町奉行所

加々爪民部少輔忠澄
・寛永 8年10月 5 日
町奉行就任

か
検
証
し
て
み
よ
う
。

(2) 

寛永 9年 6 月朔日改易

易
る
日只

邸
下
あ

広
へ
日

忠
孝

12
直
月

（
 

守後
頭

7

肥
部
年
月

藤
掃

9
8

加
伊
永
は

井
寛
い

(1) 
第
2
図

寛
永
九
年
の
屋
敷
替
え

「
元
ハ
加
藤
肥
後
今
ハ
井
伊
掃
部
」

＊
加
藤
忠
広
の
改
易
と
井
伊
直
孝
の
屋
敷
下
賜

「
牧
野
内
匠
今
ハ
加
々
爪
民
部
」

「
嶋
田
弾
正
今
ハ
堀
式
部
」

＊
寛
永
九
年
九
月
十
二
日
の
屋
敷
替

嶋田弾正利正
・寛永 8年 9月15日
町奉行退任

ゞ必

嶋

堀式部少輔直之
・寛永 8 年 9 月15日
町奉行就任

正利正邸 堀式部少輔直之邸

↓ 
北町奉行所

- 2 1 5 -



近松 鴻二

が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
次
節
で
述
べ
る
。

寛
永
九
申
八
月
或
ハ
七
月
十
二
日
拝
領

映
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

い
つ
実
施
さ

此
坪
数
壱
万
九
千
八
百
拾
五
坪
五
合
ヨ

麹
町
区
紀
尾
井
町
。

現
今
伏
見
宮
邸
゜

此
坪
壱
万
四
千
百
七
拾
五
坪
ヨ

(41)
 

右
ハ
御
維
新
ノ
際
、
全
部
上
地

ま
た
、
「
寛
永
図
」
に
は
銭
瓶
橋
の
近
く
に
「
井
伊
掃
部
」
邸
の
記
載
か
あ
る

②
は
寛
永
九
年
九
月
十
二
日
の
屋
敷
替
え
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
寛
永

図
」
で
は
「
牧
野
内
匠
今
ハ
加
々
爪
民
部
」
「
嶋
田
弾
正
今
ハ
堀
式
部
」
の
二
件

の
屋
敷
替
え
の
記
載
の
み
で
あ
る
が
、
前
掲
『
東
京
市
史
稿
』
で
は
次
の
よ
う

に
「
寛
永
日
記
」
を
引
用
し
て
、
五
件
の
屋
敷
替
え
が
行
わ
れ
た
と
し
て
い
る
。

九
月
十
二
日
0寛
永
九
年
快
需

一
、
未
刻
水
野
監
〇
忠
善
屋
敷
牧
野
内
匠
頭
0信
成
江
被
下
之

一
、
牧
野
内
匠
頭
屋
敷
加
々
爪
民
部
少
輔
〇
忠
澄
江
被
下
之

一
、
井
伊
万
千
代
0直
好
屋
敷
水
野
監
物
二
被
下
之

一
、
嶋
田
弾
正
〇
利
正
屋
敷
堀
式
部
少
輔
二
被
下
之

一
、
堀
式
部
少
輔
屋
敷
嶋
田
弾
正
忠
〇
利
正
二
被
下
之

(42) 

右
之
面
々
、
御
座
之
間
被
召
出
被
仰
付
云
々

こ
の
屋
敷
替
え
の
意
義
に
つ
い
て
、
前
掲
『
東
京
市
史
稿
』
で
は
次
の
よ
う

な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

信
成
卜
記
ス
者
是
也
。
奉
行
所
ヲ
此
二
定
ム
ル
必
要
上
、
信
成
ヲ
水
野
忠

善
屋
鋪
二
、
忠
善
ヲ
井
伊
直
好
屋
敷
二
移
シ
、

(43)
 

定
ス
。
（
傍
点
筆
者
）

『
東
京
市
史
稿
』

乃
チ
奉
行
役
宅
ノ
位
置
決

の
編
者
は
「
都
中
本
」
系
の
「
寛
永
図
」
を
実
視
し
て
い

こ
の
大
規
模
な
屋
敷
替
え
の
目
的
を
町
奉
行
所
の
固
定

化
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
寛
永
八
年
十
月
五
日
に
町
奉
行
に
就
任
し
た
加
々

爪
忠
澄
が
、
寛
永
九
年
九
月
十
二
日
に
牧
野
信
成
邸
に
移
さ
れ
南
番
所
（
南
町

奉
行
所
）
と
し
、
同
じ
く
寛
永
八
年
十
月
五
日
に
町
奉
行
に
就
任
し
た
堀
直
之

が
、
寛
永
九
年
九
月
十
二
日
に
前
任
者
の
嶋
田
利
正
の
屋
敷
に
移
さ
れ
、
北
番

所
（
北
町
奉
行
所
）
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
移
動
に
伴
い
、
加
々
爪
忠
澄

に
屋
敷
を
譲
っ
た
形
の
牧
野
信
成
は
水
野
忠
善
邸
に
、
水
野
忠
善
は
井
伊
直
好

(44)
 

邸
に
移
さ
れ
て
い
る
。
「
寛
永
図
」
で
は
、
こ
の
一
連
の
屋
敷
替
え
の
う
ち
、
固

定
化
さ
れ
た
町
奉
行
所
に
移
っ
た
加
々
爪
忠
澄
と
堀
直
之
の
屋
敷
替
え
し
か
反

「
寛
永
図
」
の
も
う
一
件
の
屋
敷
替
え
記
事
は
、
阿
部
備
中
守
正
次
邸
に
稲

葉
丹
後
守
正
勝
が
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
屋
敷
替
え
が
、

れ
た
か
は
未
詳
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
「
国
会
本
」
で
は
、
稲
葉
正
勝
が
酒

井
讃
岐
守
忠
勝
邸
の
隣
接
地
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た
の
だ
が
、
「
都
中
本
」
で

は
、
該
所
が
酒
井
忠
勝
邸
に
組
み
込
ま
れ
る
形
で
境
界
線
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

酒
井
忠
勝
は
三
代
将
軍
と
な
る
徳
川
家
光
に
幼
年
の
頃
か
ら
仕
え
、
寛
永
元
年

な
い
よ
う
で
あ
る
か

一
、
中
邸

中
略

鋪
ハ

同
図
常
盤
橋
内
二
之
ヲ
見
ル
、
往
古
江
戸
絵
図
「
牧
野
内
匠
」

0

島
田
利
正
屋
敷
ニ
シ
テ

加
々
爪
忠
澄
屋

寛
永
九
申
八
月
或
ハ
七
月
十
二
日
拝
領

内
、
堀
直
之
屋
鋪
ハ

狩
野
本
寛
永
江
戸
図
呉
服
橋
内
二
在
リ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

利
正
以
来
ノ
町
奉
行
所
タ
リ
。

即
チ
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「武州豊嶋郡江戸庄図」の基礎研究

八
月
に
老
中
に
就
任
し
て
お
り
、
寛
永
九
年
の
段
階
で
は
武
蔵
・
川
越
八
万
石

の
領
主
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
幕
府
権
力
の
中
枢
に
あ
る
人
物
で
、
屋
敷
は
江
戸

城
内
廓
の
一
等
地
と
い
え
る
場
所
に
あ
っ
た
。
こ
の
屋
敷
の
拡
張
の
た
め
に
稲

葉
正
勝
が
阿
部
正
次
邸
に
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
阿
部
正
次
の
上

屋
敷
が
ど
こ
に
移
さ
れ
た
か
は
未
詳
で
あ
る
。

(45) 

『
東
京
市
史
稿
』
変
災
篇
第
四
に
寛
永
九
年
十
二
月
二
十
九
日
の
大
火
の
記

事
が
あ
る
。
こ
の
火
災
は
和
田
倉
橋
東
の
因
幡
・
鳥
取
藩
主
松
平
新
太
郎
（
池

田
光
政
）
邸
を
火
元
と
す
る
も
の
で
か
な
り
広
い
範
囲
が
焼
失
し
た
。
罹
災
し

た
武
家
屋
敷
に
つ
い
て
前
掲
『
東
京
市
史
稿
』
に
は
「
人
見
私
記
」
「
東
武
実
録
」

「
東
武
編
年
録
」
の
次
の
記
事
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

晦
日
0寛
永
九
年
十
二
月
。
晴
、
地
震
辰
ノ
刻
也
。
夜
前
寅
ノ
下
刻
火
事
、

辰
ノ
刻
マ
テ
ヤ
ク
ル
。
所
謂
松
平
新
太
郎
火
本
、
松
平
中
務
・
竹
中
采
女
・

細
川
越
中
・
前
田
大
和
、
井
内
カ
シ
三
町
、
其
次
二
山
名
主
殿
・
松
平
筑

伊
奈
半
十
郎
・
中
川
半
左
衛
門
・
米
沢
内
蔵
介
・
道
三
・
永
喜
・
大
橋
御

六
、
寛
永
九
年
十
二
月
の
大
火

人
見
私
記

是
日
0寛
永
九
年
十
二
月
廿
九
日
。
夜
二
入
出
火
、
松
平
肥
前
守
・
細
川

松
平
五
郎
・
前
田
大
和
守
・
竹
中
采
女
正
・
加
々
爪
民
部
少
輔
・
山
名
主

殿
・
米
津
内
蔵
助
・
伊
奈
半
十
郎
・
田
村
四
郎
兵
衛
・
小
林
七
郎
左
衛
門
・

道
三
法
印
・
永
喜
法
印
・
元
春
・
専
益
等
力
家
屋
．
．
類
火
ノ
為
メ
ニ
焼
失

東
武
実
録

廿
九
日
0寛
永
九
年
十
二
月
。
松
平
光
政
0新
太
郎
第
出
火
。
因
此
余
煙
、

松
平
忠
知
0中
務
大
輔
、
竹
中
重
次
〇
采
女
正
、
細
川
忠
利
〇
越
中
守
、

前
田
利
高
0大
和
守
、
内
河
岸
山
名
義
熙
0主
殿
、
松
平
光
高
〇
筑
前
守
、

松
平
康
重
0周
防
守
、
松
平
憲
良
0五
郎
、
加
々
爪
忠
隆
0
民
部
少
輔
、

藤
堂
高
次
0大
学
頭
、
生
駒
高
俊
〇
壱
岐
守
、
伊
奈
忠
治
0半
十
郎
、
中

川
半
左
衛
門
、
米
津
内
蔵
助
田
盛
、
今
大
路
道
三
、
林
永
喜
等
舎
屋
、
及

大
橋
御
門
悉
災
芙
゜

東
武
編
年
録

第
3
図
は
、
「
人
見
私
記
」
「
東
武
実
録
」
「
東
武
編
年
録
」
に
記
載
さ
れ
て
い

る
焼
失
屋
敷
を
「
都
中
本
」
の
「
寛
永
図
」
の
該
当
部
分
に
落
し
込
ん
だ
も
の

で
あ
る
。
松
平
新
之
助
邸
か
ら
発
し
た
火
は
南
方
向
に
向
か
い
、

て
焼
失
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ほ
ぼ
連
続
し

第
3
図
中
と
「
東
武
実
録
」
に
あ
る
「
松
平
肥
前
」
か
「
人
見
私
記
」
と
「
東

武
編
年
録
」
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
「
松
平
肥
前
」
は
加
賀
金
沢
藩
主
前

(46) 

田
利
常
の
名
乗
り
と
推
測
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
「
人
見
私
記
」
に
は
「
寛
永
図
」

に
落
し
込
ん
だ
焼
失
範
囲
内
に
屋
敷
が
見
当
た
ら
な
い
「
松
平
肥
前
」
の
記
載

が
あ
り
、
「
東
武
編
年
録
」
に
は
「
松
平
光
高
〇
筑
前
守
」
の
註
記
が
あ
り
、
「松

平
筑
前
」
は
前
田
利
常
の
嗣
子
松
平
（
前
田
）
光
高
が
該
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。

寛
永
九
年
段
階
の
加
賀
・金
沢
藩
の
当
主
は
松
平
（
前
田
）

ス
。

肥
前
守
利
常
で
あ

- 2 1 7 -



［
ロ
ピ

-.... 
- k t 枯ャ ＿ 人 ＜` 名 ヤ

1 1 蔑 組 四

呵
“ i . K  
杖` お ば p
仙 先 ＂

呵 4
_ （ 池 田 光 政

| 0 0 [ 8 |  

第
3
図

寛
永
9
年
12
月
29
日
の
火
災
の
消
失
箇
所
(|

lの
部
分
）

註 (1
)
 原
図
は
古
板
江
戸
図

集
成
会
編
r古
板
江
戸

図
集
成
』
巻
1、
所
収

図
を
使
用
し
た
。

(2)
 
『
東
京
市
史
稿
』
、
変

災
篇
5
、
収
載
の
「
人

見
私
記
」
「
東
武
実
録
」

「
東
武
編
年
録
」
に
よ

り
作
成
した
。

(3
)
 ＊
は
「
東
武
実
録
」

に
記
載
な
し
。

(4)
 
*
 *は
「
東
武
実
録
」

は
「
肥
前
」
、
「
人
見
私

記
」
「
東
武
編
年
録
」
は

「筑
前
」。

(5
)
 *
 *
 *の
記
載
は

「
人
見
私
記
」
の
み
。



「武州豊嶋郡江戸庄図」の基礎研究

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
「
東
武
実
録
」
「
東
武
編
年
録
」
「
人
見
私
記
」
に
あ
る
「
松
平
（
松
井
）

周
防
守
（
康
重
）
」
が
焼
失
範
囲
内
に
見
出
せ
な
い
。
松
平
康
重
は
寛
永
九
年
段

階
で
和
泉
・
岸
和
田
六
万
石
の
領
主
で
あ
っ
た
の
で
、
か
な
り
の
規
模
の
屋
敷

掃
部
（
直
孝
）
」
が
諸
記
録
に
は
欠
落
し
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
井
伊
直
孝

は
、
こ
の
年
の
七
月
十
二
日
あ
る
い
は
八
月
に
旧
加
藤
忠
広
邸
を
下
賜
さ
れ
て

い
る
の
で
、
「
寛
永
図
」
記
載
の
井
伊
掃
部
邸
は
、
火
災
発
生
時
に
は
明
屋
敷
か

(47) 

他
の
人
物
に
下
賜
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
諸
記
録
に
記
載
さ

れ
て
い
る
田
村
（
田
付
）
四
郎
兵
衛
、
小
林
七
郎
左
衛
門
、
永
喜
法
印
、
元
春
、

専
益
の
屋
敷
が
「
寛
永
図
」
の
該
当
箇
所
に
記
載
が
な
い
。
ま
た
「
寛
永
図
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
延
痔
院
」
は
、
諸
記
録
に
記
述
は
な
い
が
、
「
延
痔
院
」

(48) 

は
隣
接
す
る
御
典
医
の
今
大
路
道
三
親
昌
の
祖
父
正
紹
の
号
で
あ
る
。
正
紹
は

寛
永
八
年
十
二
月
十
日
に
死
去
し
て
い
る
。
従
っ
て
火
災
発
生
時
に
は
親
昌
の

所
持
に
な
っ
た
か
、
他
の
武
家
に
下
賜
さ
れ
た
か
は
未
詳
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域
の
武
家
屋
敷
、
町
人
地
、
番
所
、
橋
の
存
在
、

あ
る
い
は
配
置
が
「
寛
永
図
」
と
文
献
資
料
の
記
述
の
整
合
性
が
相
互
に
確
認

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
地
図
情
報
と
他
の
文
献
資
料
と
の
比
較
検

討
、
あ
る
い
は
分
析
は
歴
史
の
解
明
に
有
効
な
手
段
に
な
り
得
る
こ
と
を
示
唆

を
所
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
「
寛
永
図
」
に
記
載
の
あ
る
「
井
伊

が
あ
る
。

る
の
で
「
寛
永
図
」
と
「
東
武
実
録
」
の
作
者
は
当
主
名
を
記
し
、
「
人
見
私
記
」

と
「
東
武
編
年
録
」
の
作
者
は
、
焼
失
し
た
屋
敷
の
居
住
名
を
記
し
た
可
能
性

の
諸
図
と
の
比
較
・
分
析
等
の
基
礎
情
報
の
蓄
積
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
「
寛
永
図
」
を
都
市
江
戸
の
初
期
状
況
を
知
る
重
要
な
情
報
源
と

し
て
捉
え
、
そ
の
信
憑
性
の
検
討
は
一先
ず
措
い
て
、
可
能
な
限
り
の
情
報
を

も
り
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
武
家
屋
敷
の
所
持
者
に
関
す
る
情
報
に
着
目
し
、

所
持
者
の
経
歴
等
の
情
報
を
他
の
文
献
資
料
に
求
め
、
両
者
を
融
合
し
、
分
析
・

考
証
し
た
。
諸
先
学
の
指
摘
の
通
り
、
「
寛
永
図
」
は
成
立
年
代
・
製
作
意
図
等

が
明
確
で
な
く
、
掴
み
ど
こ
ろ
の
な
い
資
料
で
あ
る
が
、
分
析
の
結
果
、
寛
永

五
年
ご
ろ
悉
皆
的
な
調
査
が
行
わ
れ
、
情
報
の
基
礎
が
集
積
さ
れ
、
以
後
は
特

に
重
要
な
施
策
等
に
よ
る
情
報
の
変
化
の
み
に
対
応
し
、
寛
永
九
年
に
至
っ
た

と
い
う
推
論
を
得
た
。
こ
の
間
に
い
く
つ
か
の
「
寛
永
図
」
が
版
行
さ
れ
た
と

(49) 

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
「
寛
永
図
」
の
性
格
の
一
端
が
明
ら
か
に
で
き
た

と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
「
寛
永
図
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
屋
敷
所
持
者
が
、
『
寛
政
譜
』
『
徳

川
系
譜
』
『
断
家
譜
』
『
実
紀
』
等
の
情
報
で
は
比
定
で
ぎ
な
い
な
ど
、
未
詳
の

部
分
が
多
い
の
で
、
可
能
性
の
あ
る
文
献
資
料
を
駆
使
し
て
、
未
詳
事
項
の
解

消
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
寛
永
九
年
の
屋
敷
替
え
、

う
な
重
大
な
施
策
・
災
異
等
に
関
す
る
文
献
情
報
と
「
寛
永
図
」
の
情
報
と
を

対
照
し
、
双
方
の
不
足
し
た
情
報
を
補
完
す
る
作
業
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
本
稿
で
は
、
基
礎
情
報
の
収
集
の
み
に
終
わ
っ
た
、
寺
社
地
や
町
人

地
に
関
す
る
情
報
の
深
化
作
業
や
、
「
寛
永
図
」
と
、

同
年
十
二
月
の
火
災
の
よ

そ
れ
に
続
く
「
寛
永
図
系
」

収
集
し
、
分
析
・
考
証
し
た
。
情
報
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
一
応
網
羅
し
た
つ

お
わ
り
に
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近松 鴻二

[註]
(1
)
本
拠
地
を
江
戸
と
決
め
た
こ
と
に
つ
き
、
家
康
自
身
の
決
断
、
あ
る
い
は
転

封
を
命
じ
た
豊
臣
秀
吉
の
示
唆
と
の
両
説
が
あ
る
。
ま
た
、
江
戸
を
選
択
し
た

理
由
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
と
く
に
、
従
来
の
江
戸
が
一
寒
村
で
あ
っ
た

と
い
う
説
に
は
、
多
く
の
疑
問
が
呈
せ
ら
れ
て
い
る
。

(2)
こ
の
こ
と
は
「
江
戸
打
ち
入
り
」
「
関
東
打
ち
入
り
」
と
呼
ば
れ
、
の
ち
に
は

こ
れ
を
記
念
し
て
「
八
朔
」
と
い
う
幕
府
の
重
要
な
年
中
行
事
と
な
っ
た
。

(3)
諸
大
名
の
妻
子
の
江
戸
居
住
と
大
名
の
参
勤
と
交
代
（
江
戸
と
国
許
の
隔
年

居
住
）
の
義
務
制
は
「
参
勤
交
代
制
」
と
い
わ
れ
、
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）

の
「
武
家
諸
法
度
」
に
よ
り
法
制
化
さ
れ
、
同
十
九
年
ま
で
に
確
立
さ
れ
た
。

家
臣
子
弟
を
質
人
と
し
て
江
戸
居
住
さ
せ
る
こ
と
（
陪
臣
質
人
）
は
、
狭
義
の

「
証
人
制
度
」
と
呼
ば
れ
、
寛
文
五
年
(
-
六
六
五
）
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

(4)
現
存
す
る
「
寛
永
図
」
に
は
表
紙
や
題
簑
が
な
い
。
本
紙
の
四
周
が
枠
で
仕

切
ら
れ
て
お
り
、
中
央
上
部
に
「
武
州
豊
嶋
郡
江
戸
庄
図
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い

る
。
題
額
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

(5)
江
戸
を
対
象
と
し
た
地
図
は
、

一
般
に
「
江
戸
図
」
と
呼
ば
れ
、
数
多
く
製

作
・
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
飯
田
龍
一
・
俵
元
昭
著
『
江
戸
図
の
歴
史
』
（
築
地
書

館
、
一
九
八
八
年
）
付
編
『
江
戸
図
総
覧
』
に
よ
る
と
、
明
治
元
年
(
-
八
六

八
）
ま
で
に
一
、
一
0
0種
の
「
江
戸
図
」
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
総

数
は
一
、
五
0
0種
近
く
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
超
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

(6
)
前
掲
『
江
戸
図
総
覧
』
に
よ
る
と
、
「
寛
永
図
」
以
前
の
江
戸
の
状
況
を
伝
え

る
地
図
と
し
て
は
、
後
世
の
擬
制
作
と
さ
れ
る
「
長
禄
年
中
江
戸
絵
図
」
「
長
禄

江
戸
絵
図
」
「
往
古
江
戸
絵
図
」
い
ず
れ
も
景
観
年
代
は
長
禄
元
ー
三
年
(
-
四

五
七
ー
五
九
）
、
「
永
禄
年
中
相
州
小
田
原
北
条
氏
康
時
代
之
武
州
江
戸
絵
図
」

等
、
景
観
年
代
永
禄
二
年
(
-
五
五
九
）
、
「
元
亀
天
正
年
中
江
戸
辺
之
図
全
」

景
観
年
代
元
亀
三
年
(
-
五
七
二
）
の
ほ
か
、
心
覚
え
的
な
「
別
本
慶
長
江
戸

図
」
景
観
年
代
慶
長
七
年
（
一
六
0
二）
、
後
年
の
作
図
と
さ
れ
る
が
、
慶
長
十

三
年
（
一
六
0
八
）
ご
ろ
の
江
戸
城
内
廓
を
描
い
た
「
慶
長
江
戸
之
図
」
が
挙

げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
手
描
き
で
、
板
行
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
各
図
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
江
戸
図
の
歴
史
』
本
編
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(7)

「
万
治
年
間
江
戸
測
量
図
」
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
成
立
、
北
条
安
房
守

正
房
作
。
（
三
井
文
庫
所
蔵
、

C
六
0
-
I三
四
六
）

(8)

「
新
板
江
戸
大
絵
図
(
-
)
」
寛
文
十
年
（
一
六
七
0)
刊
、
「
新
板
江
戸
外

絵
図
（
二
）
」
「
同
（
三
）
」
寛
文
十
一
年
刊
、
「
同
（
四
）」
寛
文
十
二
年
刊
、
「
同

（
五
）
」
寛
文
十
三
年
刊
。

(9)

「
寛
永
図
」
「
寛
永
図
群
」
「
寛
文
五
枚
図
」
に
つ
い
て
は
前
掲
『
江
戸
図
の

歴
史
』
本
編
に
俵
元
昭
氏
の
詳
密
な
考
証
が
あ
る
。

(10)
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
貴
九
特
別
二
三
。

(11)
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
、

A
一
三
ー
ニ
。

(12)

「
寛
永
図
」
の
流
布
本
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
江
戸
東
京
博
物
館
の
斎
藤
慎

一
氏
よ
り
貴
重
な
御
教
示
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

（
認
）
幕
末
に
成
立
し
た
間
宮
士
信
等
撰
「
江
戸
図
書
目
提
要
」
（
三
田
村
鳶
魚
編
『
未

完
随
筆
百
種
』
第
六
巻
、
中
央
公
綸
社
、
一
九
七
七
年
所
収
）
で
は
、
無
年
紀

図
（
「
国
会
本
」
系
筆
者
註
）
の
成
立
を
寛
永
七
ー
八
年
、
有
年
紀
図
（
「
都

中
本
」
系

筆
者
註
）
を
寛
永
九
年
成
立
と
考
証
し
て
い
る
。
栗
田
元
次
氏

は
「
江
戸
時
代
刊
行
の
古
地
図
」
（
『
史
学
研
究
』
第
三
巻
第
三
号
、
一
九
三
二

年
所
収
）
、
「
江
戸
時
代
の
書
籍
目
録
と
古
版
地
図
」
（
『
史
学
研
究
』
第
四
巻
第

一号、一
九
三
二
年
所
収
）
で
「
江
戸
図
書
目
提
要
」
の
考
証
を
紹
介
し
て
い

る。
川
瀬
一
馬
氏
は
「
第
一
種
本
（
「
国
会
本
」
系
筆
者
註
）
は
寛
永
九
年

以
前
の
内
容
を
有
す
写
図
を
粉
本
と
し
て
、
江
戸
初
期
（
寛
永
末
期
か
ら
正
保
・

慶
安
頃
か
）
に
刊
行
し
た
も
の
、
第
二
種
本
（
「
都
中
本
」
系
筆
者
註
）
は

大
体
、
第
一
種
本
に
基
づ
い
て
其
の
後
覆
刻
し
た
も
の
と
解
す
る
の
が
穏
当
で

は
な
か
ら
う
か
と
思
ふ
。」
（
「
寛
永
の
江
戸
図
古
板
江
戸
絵
図
考
〔
其
の

一
〕
」
、
『
書
誌
学
之
研
究
』
一
九
四
―
―
一
年
所
収
）
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
岩
田
豊

樹
氏
は
「
現
存
す
る
最
古
図
は
、
そ
の
内
容
か
ら
寛
永
九
年
こ
ろ
の
題
額
名
『
武

州
豊
嶋
郡
江
戸
庄
図
』
」
（
『古
地
図
の
知
識
一
0
0
』新
人
物
往
来
社
、
一
九
七

七
年
）
と
し
て
い
る
。
『
集
約
江
戸
絵
図
』
上
巻
（
古
板
江
戸
図
集
成
刊
行
会

編
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
六
三
年
）
の
解
説
に
は
「
江
戸
図
と
し
て
は
、

初
め
て
の
木
版
図
で
あ
っ
た
た
め
か
、
こ
れ
を
利
用
し
て
、
内
容
を
改
め
て
、

年
号
を
変
え
た
だ
け
の
江
戸
絵
図
が
、
続
々
出
版
さ
れ
た
わ
け
な
の
で
あ
る
。
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「武州豊嶋郡江戸庄図」の基礎研究

寛
永
五
年
図
寛
永
七
年
図
、
寛
永
九
年
図
、
寛
永
十
三
年
図
、
寛
永
十
五
年

図
、
承
応
二
年
図
等
は
、
み
な
原
形
を
同
じ
く
し
て
内
容
だ
け
を
新
し
く
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
江
戸
後
期
に
お
い
て
、
寛
永
図
を
模
刻
出
版

し
た
も
の
も
あ
り
、
今
と
な
っ
て
は
同
様
の
古
代
味
が
出
て
い
る
の
で
、
そ
の

正
確
な
判
別
は
困
難
に
な
っ
て
い
る
。」
と
あ
る
。

な
お
前
掲
『
江
戸
図
総
覧
』
お
よ
び
、
岩
田
豊
樹
著
『
江
戸
図
総
目
録
』
（
『
日

本
書
誌
体
系
―
-
』
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
0
年
）
の
「
江
戸
図
」
の
一
覧
で

は
、
「
寛
永
図
」
は
す
べ
て
寛
永
九
年
の
欄
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

(14)
覆
刻
・
模
刻
・
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
江
戸
図
の
歴
史
』
田
＊
1
に
俵

元
昭
氏
の
優
れ
た
考
証
が
あ
る
。

(15)
写
し
違
い
の
例
と
し
て
は
、
「
寛
永
図
」
中
央
左
部
の
武
家
地
中
で
「
大
村
松

千
代
」
の
松
千
代
が
南
隣
り
の
佐
久
間
家
の
屋
敷
主
名
に
誤
記
さ
れ
た
も
の
な

ど
が
あ
る
。

(16)

『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
第
五
（
東
京
市
役
所
編
、
一
九
二
八
年
）
『
日
本
橋

区
史
』
（
日
本
橋
区
役
所
編
、
一
九
三
七
年
）
な
ど
。

(17)

「
都
中
本
」
右
方
の
余
白
に
、
「
寛
永
九
年
申
十
二
月
重
開
板
」
を
支
持
す

る
近
藤
重
蔵
守
重
の
奥
書
が
あ
る
（
寛
政
二
年
五
月
三
日
付
）
。

(18)
こ
れ
に
続
く
「
寛
永
図
群
」
の
収
載
範
囲
は
図
に
よ
り
異
な
る
が
、
「
寛
永
図
」

よ
り
も
拡
大
し
て
い
る
。

(19)

「
寛
永
図
」
の
方
位
は
、
多
く
の
江
戸
の
地
図
と
同
じ
よ
う
に
手
前
が
東
で
、

左
が
南
で
あ
る
。

(20)

「
寛
永
図
」
に
対
す
る
書
誌
学
的
見
解
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

「
江
戸
図
は
筆
写
図
と
し
て
は
慶
長
図
を
伝
へ
る
が
、
梓
行
は
寛
永
に
初

ま
る
。
武
州
豊
島
郡
江
戸
庄
図
は
そ
の
最
も
古
い
も
の
で
、
江
戸
図
書
目
提

要
に
そ
の
内
容
か
ら
寛
永
七
八
年
と
考
證
し
て
居
る
。
こ
の
図
は
文
化
八
年

荏
土
古
図
と
し
て
瀬
窯
主
人
に
よ
っ
て
覆
刻
せ
ら
れ
、
橋
本
玉
面
の
御
江
戸

図
説
集
覧
（
嘉
永
六
年
）
に
も
こ
の
図
を
掲
げ
て
図
中
の
寺
社
・
橋
・
堤
等

の
考
證
を
載
せ
て
居
る
。
こ
れ
に
つ
い
で
寛
永
九
年
十
二
月
同
名
の
図
が
出
、

承
応
二
年
に
武
州
古
改
江
戸
之
図
、
明
暦
三
年
正
月
の
新
添
江
戸
之
図
、
万

治
二
年
の
江
戸
小
絵
図
、
同
四
年
の
新
版
武
州
江
戸
庄
図
等
が
出
た
が
、
何

山
而
々

古ル

れ
も
江
戸
城
天
守
閣
を
描
い
て
居
る
こ
と
、
江
戸
の
中
央
部
の
み
で
、

を
献
い
て
居
る
こ
と
等
が
共
通
し
て
い
る
。
」

（
栗
田
元
次
「
江
戸
時
代
刊
行
の
古
地図」
『
史
学
研
究
』
、
一
九
三
二
年
三

月
、
所
収
）

「
寛
永
江
戸
図
は
こ
れ
ま
で
、
寛
永
九
年
以
前
の
内
容
を
有
し
、
其
の
頃

の
刊
行
で
あ
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
其
の
内
容
が
寛
永
九
年
以
前
の
も
の
で

あ
る
事
は
疑
問
が
な
い
と
し
て
も
、
其
の
開
版
の
年
時
に
就
い
て
（
現
存
諸

本
精
査
の
結
果
を
以
て
す
れ
ば
、
）
今
少
し
く
後
年
に
降
る
も
の
と
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
其
当
時
開
版
さ
れ
た
も
の
か
否
か
は
又
自
ら
の
別
の

問
題
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
本
書
の
版
式
か
ら
見
て
当
時
の
刊
行
と
確
認
す
る

事
は
躊
躇
せ
ら
れ
る
。
以
下
に
述
べ
る
第
二
種
本
（
「
都
中
本
」
系
筆
者

註
）
等
に
比
す
れ
ば
、
其
の
先
行
刻
本
と
し
て
整
備
し
た
版
式
を
持
っ
て
は

ゐ
る
が
、
少
く
と
も
寛
永
九
年
以
前
の
版
式
と
は
認
め
難
く
、
寛
永
九
年
以

前
の
内
容
を
有
す
る
写
図
を
粉
本
と
し
て
梢
後
に
刊
行
し
た
も
の
、
或
は
、

既
に
寛
永
九
年
以
前
に
一
本
が
実
際
に
刊
行
せ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
を
、
後
年

比
較
的
早
く
覆
刻
し
た
も
の
か
の
何
れ
か
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
ふ
。
」

（川
瀬
一
馬
「
寛
永
の
江
戸
絵
図
」
『
日
本
書
誌
学
之
研
究
』
二
、
一
九
四
三

年
、
所
収
）

「
江
戸
図
江
戸
図
に
於
て
は
最
初
に
印
行
さ
れ
た
も
の
と
し
て
左
の
も

の
が
存
す
る
。

武
州
豊
鴫
郡
江
戸
庄
図

木
版
一
舗
―
二
五
ox九
二
七
ミ
リ
昭
和
六
年
埼
玉
県
根
岸
武
香
氏
冑
山

文
唐
よ
り
国
立
国
会
図
書
館
に
寄
贈

武
州
豊
嶋
郡
江
戸
庄
図

木
版
一
三
八
二
x九
六
一
ミ
リ

本
図
は
東
京
都
安
田
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
た
が
昭
和
二
十
年
空
襲
に
よ
り
焼

失
し
た
。

右
二
図
は
原
図
ま
た
は
こ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
る
が
、
な
お
右
の
後
図
と

同
一
内
容
の
た
だ
し
別
の
原
図
に
基
づ
い
て
模
刻
さ
れ
た
図
が
数
種
存
し
、

こ
れ
ら
は
江
戸
時
代
後
期
の
複
製
で
あ
る
。
右
二
図
は
内
容
が
少
し
く
異
な
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近松 鴻二

る
が
、
寛
永
九
年
以
前
の
内
容
を
有
す
る
写
図
か
ら
寛
永
よ
り
も
後
年
に
比

較
的
早
く
刊
行
さ
れ
た
も
の
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。
こ
の

両
図
は
既
述
寛
永
ー
慶
安
の
京
都
図
に
く
ら
べ
て
版
式
、
紙
質
が
新
し
い
。」

（
秋
岡
武
次
郎
『
日
本
地
図
史
』
河
出
書
房
、
一
九
五
五
年
）

「
江
戸
図
の
刊
本
と
し
て
知
ら
れ
た
最
古
の
も
の
は
寛
永
図
で
あ
る
が
、

伝
来
の
寛
永
図
が
果
し
て
寛
永
年
間
の
作
で
あ
る
か
、
寛
永
年
間
の
出
版
で

あ
る
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
と
安
田
文
庫

旧
蔵
本
（
「
都
中
本
」
系
筆
者
註
）
と
は
同
版
で
な
く
、
い
ず
れ
も
寛
永

刊
本
と
思
へ
な
い
と
川
瀬
一
馬
氏
は
い
っ
た
（
日
本
書
誌
学
之
研
究
）
。
あ
る

ひ
は
さ
う
か
も
知
れ
な
い
。
後
者
は
巳
に
滅
ん
で
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
或

は
内
閣
文
庫
所
蔵
（
一
七
七
ー
五
五
三
）
と
同
版
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
他
の
伝
本
は
、
文
化
・
天
保
年
間
及
び
江
戸
末
期
の
刊
本
で
、
問
題
外

で
あ
る
。
恐
ら
く
、
原
刊
本
も
寛
永
刊
本
で
な
い
し
、
内
容
も
編
纂
で
あ
ら

、つ」（長
澤
規
矩
也
「
江
戸
の
版
図
に
つ
い
て
」
『
書
誌
学
』
復
刊
ー
一
号
、
一
九
六

五
年
―
一
月
、
所
収
）

「寛永
九
年
（
一
六
三
二
）
ご
ろ
の
刊
行
と
思
わ
れ
る
「
武
州
豊
嶋
郡
江

戸
庄
図
」
が
最
古
の
版
図
で
あ
る
が
、
麹
町
西
半
・
増
上
寺
・
浅
草
橋
ま
で

の
範
囲
し
か
描
い
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
府
内
の
み
を
対
象
地
域
と

し
、
城
内
の
建
築
物
を
景
観
図
風
に
表
わ
し
、
三
i
五
色
の
筆
彩
が
ほ
ど
こ

さ
れ
、
縮
尺
・
方
位
と
も
に
不
正
確
な
の
が
こ
の
期
の
特
色
で
あ
る
。」

（
矢
守
一
彦
『
都
市
図
の
歴
史
日
本
編
』
講
談
社
、
一
九
七
四
年
、
一

五
一
頁
）

(21)
こ
れ
ま
で
の
「
寛
永
図
」
の
利
用
の
さ
れ
方
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
「
寛
永

図
」
の
地
図
お
よ
び
景
観
の
情
報
を
直
に
当
時
の
江
戸
の
状
況
と
し
て
伝
え
る

も
の
が
多
い
。

「
寛
永
期
に
入
る
と
、
武
家
地
の
拡
大
に
伴
っ
て
江
戸
城
郭
内
の
諸
施
設

や
武
家
屋
敷
の
配
置
に
か
な
り
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
を
示
し
て

い
る
の
が
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
の
作
製
と
伝
え
ら
れ
る
「
武
州
豊
島

郡
江
戸
庄
図
」
で
あ
る
。
「
一
ノ
蔵
地
」
と
い
わ
れ
た
和
田
倉
門
の
と
こ
ろ
の
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蔵
は
消
滅
し
、
「
ニ
ノ
蔵
地
」
、
「
三
ノ
蔵
地
」
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
諸
蔵
み
え

ず
、
家
臣
の
屋
敷
ば
か
り
に
な
っ
て
い
る
。
」

（北
島
正
元
「
江
戸
の
町
づ
く
り
」
、
北
島
正
元
・
南
和
男
『
江
戸
古
地
図
物

語
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
五
年
、
所
収
）

「『武
州
豊
嶋
郡
江
戸
庄
図
』
は
残
存
す
る
い
く
つ
か
の
『
寛
永
図
』
の
な

か
で
も
っ
と
も
古
く
、
寛
永
七
、
八
年
の
刊
行
と
い
わ
れ
る
（
栗
田
元
次
）

最
古
の
板
行
折
図
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
和
田
蔵
か
ら
内
廓
に
沿
っ
た
河
岸

に
は
「
八
重
州
河
岸
（
馬
場
先
門
付
近
）
に
往
古
町
や
あ
り
」
（
『
慶
長
年
間

江
戸
図
考
』
）
の
伝
え
ど
お
り
、
本
図
に
も
町
や
が
そ
の
ま
ま
残
り
、
大
橋
か

ら
道
三
橋
に
か
け
て
の
南
の
河
岸
に
も
「
う
ち
か
し
町
屋
し
き
」
が
見
え
る
。

す
な
わ
ち
内
郭
の
大
部
分
は
、
寛
永
初
年
ま
で
そ
れ
は
ど
の
変
化
は
江
戸
図

の
な
か
に
は
現
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
」

（
水
江
漣
子
『
江
戸
市
中
形
成
史
の
研
究
』
弘
文
堂
、
一
九
七
七
年
、
一
九

三頁）「
次
に
、
近
世
最
大
の
城
下
町
で
も
あ
る
江
戸
の
構
造
的
特
質
を
み
て
お

き
た
い
。
近
世
初
期
の
状
況
を
直
接
う
か
が
わ
せ
る
文
献
史
料
は
、
今
の
と

こ
ろ
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
二
つ
の
面
か
ら
手
掛
か
り
を
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

(1
)
ま
ず
、
寛
永
江
戸
図
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
図
は
寛
永
9
年
（一

六
三
二
）
の
刊
で
、
明
暦
大
火
以
前
の
江
戸
町
の
状
況
を
詳
細
に
示
す
最
古

の
絵
図
史
料
で
あ
る
。
こ
の
図
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
武
家
屋
敷

地
・
寺
町
・
町
屋
の
区
分
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
身
分
と
そ
の

格
に
よ
っ
て
居
所
が
編
成
さ
れ
る
と
い
う
、
近
世
都
市
の
身
分
的
性
格
が
明

ら
か
で
あ
る
。
第
二
に
、
町
屋
の
街
区
割
が
、
方
―
町
の
整
然
と
し
た
プ
ラ

ン
を
基
本
と
し
て
実
施
さ
れ
、
古
町
三
百
町
と
呼
ば
れ
る
多
数
の
町
が
、
両

側
町
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
点
が
指
摘
で
き
る
。」

（井
上
光
貞
・
永
原
慶
ニ
・
児
玉
幸
多
・
大
久
保
利
謙
編
『
日
本
歴
史
体
系

3
近世』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
二
九
三
頁
）

中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
六
三
年
。

資
料
番
号
八
六
二
0
0九
六
七
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「武州豊嶋郡江戸庄図」の基礎研究

一
九
七
七
年
、

(24)
資
料
番
号
八
九
二
0
一
九
二
五

(25)
資
料
番
号
八
八
二
0
二
九
二
六
。な
お
資
料
番
号
八
七
二
0
0
0六
五
の
「
寛

永
図
」
は
『
江
戸
図
説
集
覧
』
所
載
の
図
を
貼
り
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

(26)
た
と
え
ば
「
右
」
と
「
左
」
、
「
五
」
と
「
九
」
な
ど
、
く
ず
す
と
似
た
形
に

な
る
文
字
の
読
み
違
い
は
誤
差
の
範
囲
内
と
す
る
。

(27)
会
所
地
を
下
賜
さ
れ
た
人
物
に
つ
い
て
の
論
考
と
し
て
は
、
茨
志
麻
「
近
世

前
期
に
お
け
る
江
戸
の
会
所
地
拝
領
者
に
つ
い
て
」
（
『
建
築
史
学
』
第
二
三
号
、

一
九
九
四
年
九
月
、
所
収
）
が
あ
る
。

(28)
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
。

(29)
任
官
し
て
官
職
名
を
名
乗
る
以
前
の
名
乗
り
を
、
幼
名
を
含
め
て
「
通
称
」

と
し
た
。

(30)
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
。

(31)
同
右
。

(32)
同右。

(33)
吉
川
弘
文
館
『
新
訂
増
補
国
史
体
系
』
の
う
ち
。

(34)

「
同
」
は
隣
家
と
同
じ
姓
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
隣
家
の
ど
の
姓

に
あ
て
は
め
て
も
、
該
当
す
る
人
物
を
見
い
出
せ
な
い
。

(35)
姓
あ
る
い
は
名
乗
り
の
み
の
記
載
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
調
査
の
仕
様

が
な
い
の
で
除
外
す
る
。

‘

(36)
も
と
よ
り
『
寛
政
譜
』
『
徳
川
系
譜
』
『
断
家
譜
』
『
実
紀
』
以
外
の
記
録
、
た

と
え
ば
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
）
『
譜
牒
餘
録
』
（
国
立

公
文
書
館
刊
）
『
系
図
纂
要
』
（
名
著
出
版
刊
）
等
の
調
査
で
比
定
で
き
る
人
物

が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

(37)
下
屋
敷
の
み
記
載
の
あ
る
日
根
野
織
部
正
吉
明
を
含
め
る
と
二
十
三
家
に
な

る。

(38)
寛
永
元
年
十
二
月
晦
日
、
刑
部
少
輔
に
叙
官
さ
れ
た
嶋
田
直
次
が
通
称
の
「
清

右
衛
門
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
息
「
某
」
は
「
清
右
衛
門
」
を
名

乗
っ
て
い
な
い
。

(39)
岩
田
豊
樹
『
古
地
図
の
知
識
一
0
0』
新
人
物
往
来
社
、

一
九
頁
。

九
四
一
頁
。

(40)

『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
第
四
、

(41)
同
書
、
九
四
二
頁
。

(42)
同
書
、
九
六
四
頁
。

(43)
同右。

(44)
井
伊
直
好
の
移
転
先
に
つ
い
て
は
「
寛
永
図
」
そ
の
他
の
記
録
に
は
見
い
出

せ
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
本
家
筋
の
井
伊
直
孝
が
旧
加
藤
忠
広
邸
二
箇
所
を
下

賜
さ
れ
て
い
る
の
で
、
直
孝
の
旧
邸
に
直
好
が
移
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

(45)

『
東
京
市
史
稿
』
変
災
篇
第
四
、
三
三
頁
以
下
。

(46)

『
寛
政
譜
』
に
よ
る
と
前
田
利
常
は
慶
長
十
年
五
月
の
元
服
時
に
筑
前
守
に

任
じ
ら
れ
、
寛
永
六
年
四
月
二
十
三
日
に
肥
前
守
に
転
任
し
て
い
る
。
肥
前
守

転
任
時
に
嗣
子
光
高
が
筑
前
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

(47)
こ
の
井
伊
掃
部
邸
は
、
松
平
（
松
井
）
康
重
に
下
賜
さ
れ
、
こ
の
時
罹
災
し

た
可
能
性
が
あ
る
。

(48)
今
大
路
親
昌
の
父
親
清
は
寛
永
三
年
九
月
十
五
日
に
死
去
し
て
い
る
。

(49)

「
寛
永
図
」
は
「
国
会
本
」
系
と
「
都
中
本
」
系
の
少
な
く
と
も
二
種
類
が
、

「
国
会
本
」
系
が
先
行
す
る
形
で
刊
行
さ
れ
た
。
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